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章
懐
太
子
李
賢
と
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
妃
嬪
三
子小
　
　
林
　
　
　
　
　
岳
は
じ
め
に
　
章
懐
太
子
李
賢
は
、
唐
の
第
三
代
皇
帝
高
宗
（
位
六
四
九
～
六
八
三
）
と
則
天
武
后
の
間
に
生
ま
れ
た
李
弘
（
贈
孝
敬
皇
帝
、
生
没
年
六
五
二
～
六
七
五
）・
李
賢
（
贈
章
懐
太
子
、
同
六
五
四
～
六
八
四
）・
李
顕
（
中
宗
、
同
六
五
六
～
七
一
〇
）・
李
旦
（
睿
宗
、
同
六
六
二
～
七
一
六
）
の
四
子
の
う
ち
第
二
子
と
な
る
。
た
だ
し
異
母
兄
に
は
燕
王
忠
（
生
母
劉
氏
、
同
六
四
三
～
六
六
四
）、
原
王
孝
（
生
母
鄭
氏
、
同
？
～
六
六
四
）、
沢
王
上
金
（
生
母
楊
氏
、
同
？
～
六
九
〇
）、
許
王
素
節
（
生
母
蕭
淑
妃
、
同
六
四
八
～
六
九
〇
）
が
お
り
、
さ
ら
に
異
母
姉
の
義
陽
公
主
（
生
母
蕭
淑
妃
、
生
没
年
不
明
）
と
高
安
公
主
（
同
前
、
同
前
。
始
封
は
宣
城
公
主
）
お
よ
び
同
母
妹
の
太
平
公
主
（
生
母
則
天
武
后
、
同
六
六
五
？
～
七
一
三
）
が
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
李
賢
は
二
人
の
妃
嬪
と
三
子
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
は
、
章
懐
太
子
李
賢
の
事
績
を
年
齢
に
し
た
が
っ
て
叙
述
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
二
人
の
妃
嬪
と
三
子
に
つ
い
て
概
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
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高
宗
の
八
子
三
女
関
係
年
表
（
年
齢
は
数
え
年
と
す
る
）
貞
観
十
七
年
（
六
四
三
）
第
一
子
李
忠
誕
生
第
二
子
李
孝
誕
生
第
三
子
李
上
金
誕
生
第
一
女
義
陽
公
主
誕
生
？
第
二
女
高
安
公
主
誕
生
？
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
第
四
子
李
素
節
誕
生
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
五
月
太
宗
崩
御
　
六
月
、
皇
太
子
李
治
即
位
（
高
宗
）
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
第
五
子
李
弘
誕
生
同
七
月
李
忠
立
太
子
永
徽
五
年
（
六
五
四
）
十
二
月
第
六
子
李
賢
誕
生
永
徽
七
年
（
六
五
六
）
正
月
辛
未
廃
皇
太
子
忠
為
梁
王
　
立
代
王
為
皇
太
子
　
壬
申
大
赦
　
改
元
為
顕
慶
（
顕
慶
元
年
）
十
一
月
第
七
子
李
顕
（
中
宗
）
誕
生
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
七
月
廃
梁
王
為
庶
人
　
徙
於
黔
州
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
六
月
第
八
子
李
旦
（
睿
宗
）
誕
生
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）
原
王
李
孝
薨
十
二
月
庶
人
忠
坐
与
謀
反
　
賜
死
　
享
年
二
十
二
麟
徳
二
年
（
六
六
五
）
第
三
女
太
平
公
主
誕
生
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上
元
二
年
（
六
七
五
）
四
月
皇
太
子
弘
薨
于
合
璧
宮
　
享
年
二
十
四
六
月
以
雍
王
賢
為
皇
太
子
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八
月
廃
皇
太
子
賢
為
庶
人
　
幽
於
別
所
〈
永
隆
元
年
）
立
英
王
哲
（
徳
、
中
宗
）
為
皇
太
子
葬
孝
敬
皇
帝
于
恭
陵
開
耀
元
年
（
六
八
一
）
十
一
月
徙
庶
人
賢
于
巴
州
弘
道
元
年
（
六
八
三
）
十
二
月
高
宗
崩
御
　
享
年
五
十
六
中
宗
即
位
文
明
元
年
（
六
八
四
）
二
月
中
宗
廃
位
　
睿
宗
即
位
（
嗣
聖
・
光
宅
）
二
月
庶
人
李
賢
死
于
巴
州
　
享
年
三
十
一
載
初
元
年
（
六
九
〇
）
七
月
沢
王
李
上
金
自
縊
死
　
許
王
李
素
節
被
縊
死
、
享
年
四
十
三
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
一
月
中
宗
重
祚
十
一
月
則
天
武
后
崩
御
　
享
年
八
十
三
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
六
月
中
宗
遇
毒
崩
御
　
享
年
五
十
五
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
六
月
睿
宗
重
祚
先
天
二
年
（
七
一
三
）
七
月
太
平
公
主
賜
死
　
享
年
四
十
九
開
元
四
年
（
七
一
六
）
六
月
睿
宗
崩
御
　
享
年
五
十
五
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一
　
潞
王
時
代
の
李
賢
と
南
陽
張
氏
の
納
妃
（
一
歳
～
八
歳
）
（
ⅰ
）
李
賢
の
聡
敏
と
則
天
武
后
の
野
心
　
李
賢
は
永
徽
五
年
（
六
五
四
）
十
二
月
、太
宗
の
陵
墓
（
昭
陵
）
に
親
謁
す
る
高
宗
に
扈
従
す
る
則
天
武
后
が
そ
の
途
上
で
出
産
し
た
。
翌
六
年
正
月
、
父
母
に
と
も
な
わ
れ
て
長
安
に
帰
京
す
る
と
潞
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
食
邑
一
万
戸
を
賜
っ
た
。
時
に
李
賢
は
二
歳
と
は
い
え
、
生
後
二
か
月
に
満
た
ぬ
襁
褓
の
嬰
児
で
あ
る
。
　
李
賢
は
幼
少
よ
り
英
俊
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
左
の
『
旧
唐
書
』
李
賢
伝
（
以
下
李
賢
伝
と
す
る
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
　
　
①
時
に
始
め
て
出
閤
す
る
に
、
容
止
端
雅
に
し
て
、
深
く
高
宗
の
嗟
賞
す
る
所
と
為
る
。
②
高
宗
嘗かつ
て
司
空
李
勣せき
に
謂い
い
て
曰
く
、
此
の
兒こ
已すで
に
尚
書
、
礼
記
、
論
語
を
読
得
し
、
古
い
に
し
えの
詩
賦
を
誦
す
る
こ
と
復
た
十
余
篇
。
暫
し
ば
ら
く
領
覧
を
経おさ
め
れ
ば
、
遂
に
即
ち
忘
れ
ざ
る
な
り
。
③
我
曽かつ
て
論
語
を
読
ま
し
む
る
に
、
賢
賢
易
色
に
至
り
、
遂
に
再
三
覆
誦
す
。
我
問
う
、
何
す
れ
ぞ
此か
く
の
如
き
を
為
す
や
、
と
。
乃
ち
性
此こ
の
言
を
愛
す
と
言
え
り
。
方まさ
に
夙つと
に
聡
敏
を
成
す
は
、
天
性
よ
り
出
ず
る
を
知
る
、
と
。
④
龍
朔
元
年
、
徙うつ
し
て
沛
王
に
封
ず
。
　
こ
れ
は
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）、
三
歳
と
な
っ
た
李
賢
が
、
①
は
じ
め
て
出
閤
し
て
長
安
安
定
坊
に
王
宅
を
賜
わ
り
、
さ
ら
に
刺
史
・
州
牧
・
都
督
に
補
任
さ
れ
た
謝
辞
奏
上
の
た
め
参
内
し
た
折
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、そ
の
挙
止
進
退
の
優
雅
さ
を
高
宗
が
絶
賛
し
た
と
す
る
。
た
だ
し
李
賢
が
三
歳
の
童
子
で
あ
る
こ
と
を
顧
み
る
と
、
②
『
尚
書
』
以
下
の
読
得
や
古
詩
賦
の
暗
誦
お
よ
び
③
『
論
語
』「
賢
賢
易
色
」
の
「
再
三
覆
誦
」
は
と
も
か
く
、
そ
の
真
義
ま
で
を
会
得
し
た
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
こ
れ
は
④
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）、
八
歳
の
李
賢
が
沛
王
に
改
封
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
齢
近
く
の
話
柄
と
考
え
る
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
幼
い
李
賢
が
教
え
ら
れ
る
ま
ま
に
く
り
広
げ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
則
天
武
后
の
色
濃
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い
影
が
浮
上
し
て
こ
よ
う
。
　
す
な
わ
ち
「
賢
賢
易
色
」
は
『
論
語
』
学
而
篇
に
、
　
　
子
夏
曰
く
、
賢
賢
易
色
、
父
母
に
事
え
て
は
能
く
其
の
力
を
竭つく
し
、
君
に
事
え
て
は
能
く
其
の
身
を
致
し
、
朋
友
と
交
わ
り
、
言
い
て
信
あ
ら
ば
、
未
だ
学
ば
ず
と
曰
う
と
雖
も
、
吾
は
必
ず
之これ
を
学
び
た
り
と
謂
わ
ん
、
と
。
と
あ
り
、「
孝
忠
信
」
の
実
践
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
「
賢
賢
易
色
」
は
難
解
と
さ
れ
、
古
来
よ
り
解
釈
が
分
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
高
宗
の
御
前
で
幼
い
李
賢
が
自
ら
の
名
を
重
ね
る
「
賢
賢
」
か
ら
「
父
母
に
事
え
て
は
能
く
其
の
力
を
竭つく
し
」
に
つ
づ
く
一
節
を
懸
命
に
唱
え
る
場
面
を
想
像
し
た
い
。
そ
れ
は
必
ず
や
高
宗
の
耳
底
に
残
り
、
則
天
武
后
の
所
生
に
な
る
第
六
子
の
存
在
を
印
象
づ
け
た
に
相
違
な
い
。
も
と
よ
り
李
賢
の
聡
敏
は
天
性
で
あ
ろ
う
が
、
八
歳
に
満
た
ぬ
幼
児
が
自
己
の
「
夙
し
ゆ
く
敏びん
」
を
父
の
脳
裏
に
刻
む
べ
く
「
再
三
に
わ
た
っ
て
覆
誦
」
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
こ
に
は
則
天
武
后
が
介
在
し
、
そ
の
意
を
受
け
た
傅
育
者
に
よ
っ
て
「
夙
敏
」
た
る
べ
き
教
育
の
も
と
、
高
宗
に
拝
謁
す
る
折
の
所
作
か
ら
古
典
の
暗
唱
ま
で
身
体
に
刷
り
込
ま
れ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
目
的
は
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
十
歳
で
立
太
子
し
て
よ
り
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
高
宗
の
第
一
子
李
忠
を
廃
し
、
お
の
が
所
生
子
を
皇
太
子
に
据
え
る
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
い
は
、こ
の
話
は
永
徽
七
年
（
六
五
六
）
の
李
忠
廃
太
子
後
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
同
様
の
こ
と
は
兄
李
弘
に
も
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
李
弘
李
賢
兄
弟
は
則
天
武
后
の
一
の
矢
、
二
の
矢
と
し
て
皇
太
子
李
忠
ら
の
異
母
兄
を
射
貫
き
、
大
唐
の
皇
位
を
継
承
し
、
そ
れ
を
守
成
す
べ
く
特
別
な
育
成
が
施
さ
れ
た
た
に
相
違
な
い
。
さ
き
の
高
宗
の
言
葉
は
、
そ
の
計
画
の
順
境
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
ⅱ
）
南
陽
張
氏
と
そ
の
生
涯 
　
李
賢
の
家
族
に
つ
い
て
史
料
上
確
認
で
き
る
の
は
南
陽
張
氏
と
清
河
房
氏
と
称
す
る
二
人
の
妃
嬪
と
第
一
子
光
順
、
第
二
子
守
礼
、
第
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三
子
守
義
の
三
子
で
あ
る
が
、
光
順
と
守
義
の
生
母
は
不
明
の
た
め
二
氏
以
外
に
妃
嬪
が
存
在
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
　
こ
こ
で
は
潞
王
時
代
に
納
妃
し
た
南
陽
張
氏
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
　
張
氏
は
『
文
苑
英
華
』
所
収
「
章
懐
太
子
良
娣
張
氏
神
道
碑
」
に
人
物
像
が
記
さ
れ
、
そ
の
要
所
を
抄
出
す
る
と
左
の
ご
と
く
な
る
。
な
お
、
こ
の
神
道
碑
は
張
氏
の
死
後
十
数
年
を
経
た
開
元
年
間
前
期
（
七
二
一
～
七
二
七
）
に
、
李
賢
亡
き
あ
と
苦
労
を
重
ね
た
母
の
顕
彰
を
め
ざ
す
守
礼
が
従
兄
弟
の
玄
宗
に
嘆
願
し
、
そ
の
勅
許
の
も
と
玄
宗
朝
の
宰
相
で
当
代
随
一
と
讃
え
ら
れ
る
文
人
蘇そ
て
い頲
（
六
七
〇
～
七
二
七
）
が
碑
序
銘
を
撰
し
、
守
礼
自
身
が
清
書
を
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
①
我
が
唐
の
章
懐
太
子
良
娣
は
南
陽
張
氏
の
子
な
り
。
邠ひん
王
守
礼
の
母
な
り
。
②
初
め
て
章
懐
雍
に
封
ぜ
ら
れ
、
良
娣
選
ば
れ
て
以
て
入
る
。
③
の
ち
章
懐
巴
に
謫たく
さ
る
る
に
、
良
娣
随した
がい
て
邁ゆ
く
。
④
逶い
い迤
と
し
て
偕
老
を
失
す
と
雖
い
え
ど
も
、
契けい
か
つ闊
は
与とも
に
成
す
に
存あ
り
。
⑤
始
め
て
十
四
に
し
て
吾わ
が
夫
を
奉
じ
、
笄けい
年ねん
に
逮およ
ん
で
転うた
た
茂
さ
か
ん
な
り
。
⑥
終みま
かる
と
き
六
十
四
、
吾
子
に
違はな
る
。
⑦
隋
の
上
儀
同
甘
泉
府
別
将
張
厳
之
の
曽
孫
、
侍
御
史
、
睦
州
刺
史
張
詳
之
の
孫
、
同
じ
く
朝
議
郎
、
行
貴
州
都
督
府
始
安
県
令
張
明
之
の
女
む
す
め
な
り
。
⑧
粤ここ
に
景
龍
二
載
孟
夏
の
月
、
疾
に
遘あ
い
て
京
の
延
康
の
第
寝
に
棄
養
す
。
　
以
下
こ
の
碑
文
を
読
み
解
く
と
、
①
章
懐
太
子
李
賢
の
良
娣
張
氏
は
邠
王
守
礼
の
生
母
で
あ
る
。
そ
の
出
自
は
⑥
南
陽
（
現
在
の
河
南
省
南
陽
市
一
帯
）
を
本
貫
と
す
る
隋
の
上
儀
同
甘
泉
府
別
将
張
厳
之
の
曽
孫
、
唐
の
侍
御
史
睦
州
刺
史
張
詳
之
の
孫
、
朝
議
郎
行
貴
州
都
督
府
始
安
県
令
張
明
之
の
娘
で
あ
る
。
②
李
賢
の
雍
王
初
封
時
（
六
七
二
～
六
七
五
）
に
良
娣
に
選
ば
れ
て
入
輿
し
た
。
た
だ
し
張
氏
は
、
⑤
十
四
歳
で
吾
が
夫
を
奉
じ
、
笄けい
年ねん
（
十
五
歳
）
に
逮およ
ん
で
い
よ
い
よ
茂
さ
か
ん
と
さ
れ
、
さ
ら
に
⑧
重
祚
後
の
中
宗
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
四
月
に
長
安
城
延
康
坊
の
私
第
で
薨
去
し
、
⑥
享
年
は
六
十
四
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
李
賢
と
の
年
齢
差
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
張
氏
は
太
宗
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
の
生
ま
れ
で
李
賢
よ
り
九
歳
年
長
と
な
る
た
め
、
さ
き
の
十
四
歳
時
に
は
夫
李
賢
は
潞
王
を
冠
す
る
五
歳
の
幼
児
と
な
っ
て
解
釈
に
困
難
を
き
た
す
。
あ
る
い
は
入
輿
し
た
張
氏
は
幼
い
李
賢
に
侍
し
、
そ
の
成
長
を
待
ち
つ
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
碑
文
に
誤
り
な
く
ま
た
そ
れ
に
依
拠
す
る
か
ぎ
り
こ
の
年
齢
差
は
埋
ま
ら
ぬ
が
、
李
賢
の
生
母
則
天
武
后
が
父
高
宗
よ
り
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も
最
大
で
五
歳
年
長
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
例
も
あ
り
得
る
と
見
な
せ
よ
う
。
後
述
す
る
ご
と
く
張
氏
所
生
の
第
二
子
守
礼
の
生
年
が
咸
享
三
年
（
六
七
二
）
ま
た
は
そ
れ
よ
り
数
年
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
守
礼
は
父
李
賢
が
雍
王
と
な
る
十
九
歳
ま
で
、
母
張
氏
が
二
十
八
歳
ま
で
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
右
の
②
は
雍
王
徙
封
に
と
も
な
っ
て
良
娣
に
昇
格
し
た
張
氏
が
守
礼
を
生
ん
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
　
つ
い
で
③
は
高
宗
の
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
十
一
月
、
長
安
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
廃
太
子
李
賢
に
巴
州
謫た
く
し徙
の
命
が
下
り
、
張
氏
は
そ
れ
に
随
従
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
李
賢
は
到
着
し
て
三
月
ほ
ど
の
文
明
元
年
（
六
八
四
）
二
月
に
則
天
武
后
の
使
者
に
よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
、
三
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
④
は
長
く
李
賢
に
仕
え
、
偕とも
に
老
い
る
願
い
は
断
た
れ
た
も
の
の
、
そ
の
固
い
契
り
は
成
就
し
た
と
し
て
張
氏
の
婦
徳
を
讃
え
て
い
る
。
そ
れ
は
亡
き
母
を
想
う
守
礼
の
絶
唱
に
相
違
な
い
。
　
配
所
に
あ
っ
た
張
氏
は
、
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
三
月
に
営
ま
れ
た
李
賢
の
葬
儀
が
終
わ
る
と
長
安
に
も
ど
さ
れ
、
延
康
坊
の
私
第
に
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
余
年
の
の
ち
そ
こ
で
薨
じ
た
こ
と
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る
。
張
氏
の
訃
報
に
接
し
た
中
宗
は
雍
王
良
娣
を
追
贈
し
、
王
嬪
の
礼
に
し
た
が
っ
て
乾
陵
（
高
宗
と
則
天
武
后
の
同
穴
合
葬
陵
）
に
陪
葬
さ
れ
て
い
る
雍
王
李
賢
墓
に
異
穴
合
葬
し
た
。
す
な
わ
ち
張
氏
は
李
賢
の
墓
室
内
に
は
合
葬
さ
れ
ず
、
李
賢
墓
区
域
内
に
新
造
さ
れ
た
墳
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
こ
れ
に
加
え
て
張
氏
に
は
初
唐
後
期
の
宮
廷
詩
人
と
し
て
名
高
い
沈しん
せ
ん
き
佺
期
（
六
五
〇
？
～
七
一
三
？
）
の
「
故
章
懐
太
子
良
娣
張
氏
冊
文
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
十
月
に
営
ま
れ
た
清
河
房
氏
の
葬
儀
の
折
に
睿
宗
の
勅
命
を
奉
じ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
全
文
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
①
維こ
れ
景
雲
二
年
歲
次
は
辛しん
が
い亥
十
月
壬じん
寅いん
朔さく
十
日
辛
亥
。
②
皇
帝
若い
わ曰
く
。
於あ
あ戯
、
於
戯
。
咨こ
れ
爾
な
ん
じ
故
章
懐
太
子
良
娣
張
氏
よ
。
家
は
峻
し
ゆ
ん
閥ばつ
を
承
け
、
代よ
に
徽き
ゆ
う猷
を
襲
う
。
法
度
に
章
有
り
て
、
言
容
克
つ
備
わ
る
。
③
始
め
て
良
選
に
応
じ
て
元げん
ち
よ儲
に
入
奉
す
。
柔
規
は
上
下
に
緝かな
い
、
淑
問
は
中
外
に
揚
が
る
。
④
恩
は
賓ひん
て
い帝
に
絶
え
、
七
日
に
帰
る
こ
と
無
し
。
義
は
從
子
に
申
べ
、
百
齢
も
て
先
に
謝みま
かる
。
言ここ
に
窀ちゆ
ん
せ
き
穸
を
念おも
い
、
憫びん
と
う悼
は
良
ま
こ
と
に
深
し
。
⑤
徽き
ご
う号
を
追
崇
せ
ん
と
す
、
典
故
は
斯こ
れ
在
り
。
⑥
是
を
用もつ
て
某
官
某
乙
に
命
じ
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て
爾
な
ん
じ
を
冊
し
、
章
懐
太
子
良
娣
と
為
さ
し
む
。
魂
は
而
す
な
わ
ち
霊
有
り
。
応
に
茲こ
れ
寵
い
つ
く
しみ
数
た
る
べ
し
。
　
冊
文
は
、
①
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
十
月
十
日
と
記
す
が
、
そ
れ
は
同
十
九
日
に
執
行
さ
れ
る
清
河
房
氏
の
葬
儀
に
九
日
さ
き
だ
つ
も
の
で
あ
る
。
睿
宗
は
そ
こ
で
②
「
於あ
あ戯
、
於
戯
。
咨こ
れ
爾
な
ん
じ
故
章
懐
太
子
良
娣
張
氏
よ
」
と
呼
び
か
け
て
、
そ
の
生
家
の
名
門
た
る
こ
と
、
そ
の
言
動
と
容
姿
の
高
貴
な
る
こ
と
を
讃
え
、
さ
ら
に
③
李
賢
に
入
奉
し
て
よ
り
家
政
を
修
め
、
美
名
を
宮
中
に
揚
げ
た
と
す
る
。
つ
い
で
④
太
子
亡
き
あ
と
は
子
の
守
礼
に
し
た
が
い
、
高
齢
を
も
っ
て
薨
去
し
た
が
、
そ
の
葬
柩
を
念おも
う
と
深
く
憫あわ
れ
み
悼いた
む
。
⑤
こ
こ
に
尊
き
徽き
ご
う号
を
追
崇
し
、
⑥
有
司
に
命
じ
て
爾
な
ん
じ
を
章
懐
太
子
良
娣
と
な
す
。
魂
は
神
聖
こ
の
上
な
し
。
そ
の
称
号
に
相
応
し
き
儀
礼
を
と
と
の
え
よ
、
と
す
る
。
　
前
述
の
ご
と
く
、
張
氏
は
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
四
月
に
薨
去
し
、
中
宗
に
よ
っ
て
雍
王
良
娣
に
冊
贈
さ
れ
て
雍
王
李
賢
墓
に
異
穴
合
葬
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
章
懐
太
子
良
娣
に
追
冊
し
、
そ
の
称
号
に
相
応
し
い
儀
礼
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
皇
太
子
妃
の
礼
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
義
母
房
氏
の
葬
儀
を
目
前
に
控
え
る
守
礼
が
生
母
張
氏
に
も
皇
太
子
良
娣
の
追
贈
を
願
い
、
睿
宗
の
裁
可
を
得
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
言
す
る
と
、
中
宗
朝
期
に
造
営
さ
れ
た
張
氏
墓
に
神
道
碑
が
造
営
さ
れ
た
か
は
不
明
で
、
仮
に
建
て
ら
れ
た
と
し
て
も
「
雍
王
良
娣
」
と
刻
む
そ
れ
に
守
礼
は
満
足
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
時
点
で
「
章
懐
太
子
良
娣
」
と
す
る
神
道
碑
の
再
建
ま
た
は
新
造
を
な
す
こ
と
は
睿
宗
の
兄
中
宗
を
批
判
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
憚
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
守
礼
が
そ
の
思
い
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
込
め
た
神
道
碑
が
建
立
さ
れ
る
玄
宗
朝
ま
で
な
お
十
数
年
の
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
李
賢
の
名
誉
回
復
を
ふ
く
む
中
宗
睿
宗
朝
期
の
宮
廷
闘
争
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
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二
　
沛
王
時
代
の
李
賢
と
沛
王
府
の
学
問
（
八
歳
～
十
九
歳
）
（
ⅰ
）
李
賢
と
王
勃
　
　
李
賢
は
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）、
沛
王
に
改
封
さ
れ
て
使
持
節
都
督
、
楊
、
和
、
滁じよ
、
潤
、
常
、
宣
、
歙
き
ゆ
う
七
州
諸
軍
事
を
加
授
、
揚
州
都
督
（
刺
史
）、
左
武
衛
（
候
）
大
将
軍
を
兼
ね
、
さ
ら
に
翌
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
に
揚
州
大
都
督
、
麟
徳
二
年
（
六
六
五
）
に
は
右
衛
大
将
軍
を
加
授
さ
れ
て
兗
州
都
督
を
兼
職
し
た
。
　
沛
王
時
代
に
特
筆
す
べ
き
は
初
唐
四
傑
の
一
人
王おう
ぼ
つ勃
（
六
五
〇
？
～
六
七
六
？
）
を
召
し
て
書
を
編
纂
さ
せ
る
と
と
も
に
、
文
史
に
関
す
る
教
授
を
命
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
新
唐
書
』
王
勃
伝
に
、

①
王
勃
字あざ
なは
子
安
、
絳こう
州
龍
門
の
人
な
り
。
六
歳
に
し
て
文
辞
を
善
く
す
。
②
九
歳
に
し
て
顔
師
古
の
漢
書
に
注
す
る
を
得
て
之
を
読
み
、
指し
瑕か
を
作
り
以
て
其
の
失
を
擿あ
ぐ
。
③
麟
徳
の
初
め
、
劉
祥
道
関
内
を
巡
行
す
る
に
、
勃
上
書
し
て
自
ら
陳の
ぶ
。
祥
道
、
朝
に
対
策
高
第
を
表
す
。
年
未
だ
冠
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
、
朝
散
郎
を
授
け
ら
れ
、
数しば
し
ば
頌
し
よ
う
を
闕け
つ
か下
に
献
ず
。
④
沛
王
其
の
名
を
聞
き
、
召
し
て
府
の
修
撰
に
署
し
、
平
台
秘
略
を
論
次
せ
し
む
。
書
成
り
、
王
之
れ
を
愛
重
す
。
⑤
是
の
時
、
諸
王
鶏
を
闘
た
た
か
わ
す
に
、
勃
戯たわ
むれ
に
文
を
為つく
り
英
王
の
鶏
を
檄げき
す
。
高
宗
怒
り
て
曰
く
、
是
れ
且
に
交
構
せ
ん
と
す
、
と
。
府
よ
り
斥
出
す
。
と
あ
る
。
　
こ
こ
で
李
賢
と
王
勃
の
関
係
を
探
る
と
、
②
王
勃
は
九
歳
に
し
て
顔
師
古
（
五
八
一
～
六
四
五
）
の
『
漢
書
注
』
を
読
了
し
て
、
そ
の
失
短
を
指
摘
す
る
『
顔
氏
漢
書
注
指
瑕
』
十
巻
を
著
述
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
書
は
つ
と
に
散
逸
し
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
③
麟
徳
年
間
（
六
六
四
～
六
六
六
）
の
は
じ
め
に
関
内
を
巡
行
す
る
劉
祥
道
に
王
勃
自
身
が
上
書
し
た
対
策
が
高
第
と
判
定
さ
れ
て
朝
廷
に
推
挙
さ
れ
、加
冠
前
な
が
ら
朝
散
郎
（
従
七
品
上
の
文
散
官
）
を
授
け
ら
れ
て
し
ば
し
ば
闕
下
に
頌
を
献
じ
た
。
同
所
を
『
旧
唐
書
』
王
勃
伝
は
、
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
勃
年
未
だ
冠
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
、
幽
素
挙
に
応
じ
て
及
第
す
。
乾
封
の
初
、
闕
に
詣いた
り
て
宸
遊
東
嶽
頌
を
上
た
て
ま
つる
。
時
に
東
都
に
乾
元
殿
を
造つ
く
れ
ば
、
又
た
乾
元
殿
頌
を
上
る
。
沛
王
賢
其
の
名
を
聞
き
、
召
し
て
沛
府
修
撰
と
為
し
、
甚
だ
之
を
愛
重
す
。
と
す
る
。
王
勃
の
幽
素
挙
科
の
及
第
は
乾
封
元
年
（
麟
徳
三
年
正
月
改
元
、
六
六
六
）
に
比
定
さ
れ
る
の
で
王
勃
は
時
に
十
七
歳
、
李
賢
は
十
三
歳
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
高
宗
の
泰
山
封
禅
を
讃
え
る
「
宸
遊
東
嶽
頌
」、
洛
陽
の
乾
元
殿
完
成
を
言
祝
ぐ
「
乾
元
殿
頌
」
の
高
評
を
聞
い
た
沛
王
李
賢
が
王
勃
を
召
し
て
修
撰
に
署
し
、『
平
台
秘
略
』
を
論
次
さ
せ
て
愛
重
し
た
と
す
る
。
そ
の
書
は
現
存
す
る
論
賛
か
ら
推
す
と
君
子
の
規
範
を
論
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
王
勃
が
就
官
し
た
修
撰
は
「
史
館
、
修
撰
四
人
、
国
史
を
修
す
る
を
掌
る
」
と
す
る
中
央
官
に
準
ず
る
も
の
で
、
李
賢
は
沛
王
府
修
撰
と
し
て
王
勃
を
召
し
、『
顔
氏
漢
書
注
指
瑕
』
を
ふ
く
む
『
漢
書
』
の
講
義
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
縁
に
『
後
漢
書
注
』
の
撰
述
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
無
理
の
な
い
流
れ
で
あ
ろ
う
。
　
つ
づ
く
⑤
は
王
勃
の
罷
免
を
い
う
も
の
で
、諸
王
が
好
む
闘
鶏
に
戯
れ
で
「
檄
英
王
鶏
文
」
を
献
じ
た
と
こ
ろ
、「
兄
弟
の
親
誼
を
欺
あ
ざ
む
き
、
争
わ
せ
る
」
と
し
て
高
宗
の
怒
り
を
買
い
、
沛
王
府
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
実
は
同
僚
に
嫉
悪
さ
れ
た
た
め
と
さ
れ
る
が
、
一
年
あ
ま
り
の
在
府
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
次
は
総
章
元
年
（
六
六
八
）
に
比
定
さ
れ
、
時
に
王
勃
十
九
歳
、
李
賢
十
五
歳
、
李
顕
（
英
王
）
十
三
歳
で
あ
る
。
（
ⅱ
）
李
賢
と
李
善
、
公
孫
羅
、
道
宣
　
潞
王
お
よ
び
沛
王
時
代
の
王
府
に
は
、
当
代
屈
指
の
学
者
で
あ
る
李
善
（
六
二
〇
？
～
六
九
〇
）
と
公
孫
羅
（
生
没
年
不
詳
）
が
出
仕
し
て
い
る
。『
文
選
注
』
六
十
巻
と
『
漢
書
弁
惑
』
三
十
巻
な
ど
を
撰
述
し
た
李
善
は
潞
王
府
記
室
参
軍
な
ら
び
に
沛
王
府
侍
読
と
し
て
、
『
文
選
音
義
』
十
巻
を
撰
述
し
た
公
孫
羅
は
沛
王
府
参
軍
に
就
官
し
た
が
、
こ
の
二
人
は
と
も
に
揚
州
江
都
を
本
貫
と
し
、
同
地
で
文
選
学
の
泰
斗
曹
憲
（
五
四
一
？
～
六
四
五
）
か
ら
『
文
選
』
の
教
授
を
受
け
た
同
門
の
学
者
と
し
て
南
朝
の
注
釈
学
の
伝
統
を
継
ぎ
、
そ
れ
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を
李
賢
に
伝
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
李
善
『
文
選
注
』
は
、
そ
の
注
記
が
李
賢
『
後
漢
書
注
』
に
転
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
両
者
の
濃
密
な
関
係
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
李
善
お
よ
び
公
孫
羅
が
『
後
漢
書
注
』
の
編
纂
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
記
す
こ
と
に
し
た
い
。
　
道どう
せ
ん宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
は
、南
山
律
宗
の
開
祖
で
、南
山
律
師
と
称
さ
れ
る
。
貞
観
十
九
年
（
六
四
五)
に
帰
朝
し
た
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
が
イ
ン
ド
か
ら
将
来
し
た
仏
典
の
漢
訳
事
業
に
参
加
し
、
さ
ら
に
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）、
皇
太
子
李
弘
（
五
歳
）
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て
建
立
さ
れ
た
西
明
寺
を
統
括
す
る
上
座
に
招
か
れ
る
な
ど
初
唐
期
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
本
の
留
学
僧
の
懇
請
に
応
じ
て
渡
日
し
、
戒
律
を
伝
え
た
鑑
真
（
六
八
八
～
七
六
三
）
は
そ
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
　
道
宣
と
李
賢
の
交
誼
は
、
龍
朔
二
年
（
六
六
二
）
四
月
に
高
宗
が
下
し
た
「
有
司
を
し
て
沙
門
等
の
致
拝
君
親
を
議
せ
し
む
る
の
勅
」
に
対
す
る
反
対
運
動
を
契
機
と
す
る
。
す
な
わ
ち
出
家
の
身
で
あ
る
僧
尼
は
儒
教
の
世
間
法
に
束
縛
さ
れ
ず
、
礼
孝
の
世
界
の
外
に
あ
る
も
の
と
し
て
天
子
や
父
母
に
対
す
る
礼
敬
を
不
要
と
す
る
「
不
拝
君
親
」
の
問
題
点
を
有
司
に
議
論
さ
せ
よ
と
す
る
詔
勅
に
異
議
を
唱
え
る
道
宣
が
李
賢
に｢
論
沙
門
不
応
拝
俗
啓
」
を
上
た
ね
ま
つり
、
仏
法
の
擁
護
者
た
る
こ
と
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
子
の
寵
愛
を
得
て
高
宗
朝
の
中
枢
に
い
る
沛
王
の
威
勢
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
時
に
李
賢
は
九
歳
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
背
後
に
は
崇
仏
者
と
し
て
名
高
い
則
天
武
后
と
そ
の
母
栄
国
夫
人
楊
氏
（
李
賢
の
外
祖
母
）
が
控
え
、
そ
の
内
諾
の
も
と
で
な
さ
れ
た
要
望
に
相
違
な
い
。
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三
　
雍
王
時
代
の
李
賢
と
清
河
房
氏
の
納
妃
（
十
九
歳
～
二
十
二
歳
）  
（
ⅰ
）
清
河
房
氏
と
そ
の
生
涯
　
李
賢
は
咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
に
雍
王
に
改
封
さ
れ
る
と
と
も
に
涼
州
大
都
督
を
加
授
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
正
妃
と
な
る
清
河
房
氏
の
納
妃
で
あ
る
。
章
懐
太
子
妃
清
河
房
氏
は
、一
九
七
二
年
に
出
土
し
た「
大
唐
故
章
懐
太
子
并
妃
清
河
房
氏
墓
誌
銘
」（
以
下
「
章
懐
墓
誌
」
と
す
る
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
人
物
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
女
性
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
要
所
を
抄
出
し
て
人
物
像
を
考
察
し
た
い
。
　
　
①
妃
は
清
河
の
房
氏
、
皇
朝
の
左
領
軍
大
将
軍
、
衛
尉
卿
、
贈
兵
部
尚
書
仁
裕
の
孫
、
銀
青
光
禄
大
夫
、
栄
州
刺
史
、
贈
左
金
吾
衛
大
将
軍
先
忠
の
女
む
す
め
な
り
。
②
妃
は
柔
明
の
姿
を
稟そな
え
、
和
淑
の
性
を
包
む
。
十
年
出
で
ず
し
て
、
四
徳
允まこ
とに
修
ま
り
た
り
。
③
以
て
上
元
年
中
、
制
命
し
て
雍
王
の
妃
と
為
る
。
三
星
戸
に
在
り
、
芳
春
仲
月
の
辰とき
、
百
輌
途
に
遵
し
た
が
い
、
雙
鳳
和
鳴
の
兆
き
ざ
し
あ
り
。
④
媞てい
て
い媞
と
し
て
左さ
に
辟ひら
き
、
舅きゅ
う
こ姑
に
敬
行
す
。
粛
粛
と
し
て
霄
し
よ
う
征
し
、
閨けい
閫こん
に
恵
流
す
。
⑤
而
れ
ど
も
天
未
だ
悔
禍
せ
ざ
る
や
、
朝
あ
し
た
に
哭
し
哀かな
し
み
を
纏まと
う
。
⑥
棘
心
を
訓
い
ま
し
め
て
択
隣
し
、
蘋ひん
そ
う藻
を
採
り
て
事
に
恭そな
う
。
⑦
以
て
景
雲
二
年
龍
集
荒
落
六
月
十
六
日
、
疾
や
ま
い
に
遘あ
い
て
京
の
興
化
里
の
私
第
に
薨
ず
。
春
秋
五
十
有
四
な
り
。
⑧
即
ち
其
の
年
の
十
月
壬
寅
朔
十
九
日
庚
申
、
太
子
の
旧
き
ゆ
う
え
い
塋
に
窆ほう
む
る
。
礼
な
り
。
⑨
嗣
子
の
光
禄
卿
、
邠ひん
王おう
守
礼
、
霜
露
を
履
み
て
宰
樹
に
攀よ
じ
り
、
厚
地
に
擗むね
う
ち
て
高
天
に
訴
う
。
遺
烈
を
貞
琬
に
紀
し
、
柏
質
を
幽
埏
に
称たた
う
。
嗚あ
あ呼
哀
し
い
か
な
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
章
懐
太
子
妃
の
房
氏
は
、
清
河
（
現
在
の
河
北
省
清
河
県
あ
た
り
）
を
本
貫
と
す
る
左
領
軍
大
将
軍
、
衛
尉
卿
、
贈
兵
部
尚
書
房
仁
裕
の
孫
、
銀
青
光
禄
大
夫
、
宋
州
刺
史
、
贈
左
金
吾
衛
大
将
軍
房
先
忠
の
娘
で
あ
る
。
そ
の
生
年
は
、
⑥
に
睿
宗
の
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
六
月
に
五
十
四
歳
で
薨
じ
た
こ
と
か
ら
、
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
と
な
り
、
李
賢
よ
り
四
歳
年
少
と
な
る
。
②
房
氏
は
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穏
や
か
な
性
格
で
、
十
年
に
わ
た
っ
て
生
家
の
門
外
に
出
ず
、
婦
人
の
四
徳
で
あ
る
徳
（
貞
順
）・
言
（
辞
令
）・
容
（
婉
婉
）・
功
（
糸
枲し
）
を
修
得
し
た
。
③
上
元
中
に
制
命
が
下
っ
て
雍
王
の
妃
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
三
星
（
唐から
鋤すき
星ぼし
を
構
成
す
る
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
）
が
夜
明
け
前
の
東
方
地
平
線
上
に
家
の
戸
口
ほ
ど
の
高
さ
に
懸
か
る
上
元
元
年
（
六
七
四
）
五
月
末
か
ら
六
月
半
ば
（
陽
暦
の
ほ
ぼ
六
月
か
ら
七
月
）
に
は
じ
ま
っ
た
婚
礼
の
諸
儀
式
が
よ
う
や
く
整
い
、
百
花
が
咲
き
薫
る
翌
二
年
二
月
（
陽
暦
の
ほ
ぼ
三
月
）
の
こ
と
で
、
房
氏
は
百
輌
か
ら
な
る
奉
迎
の
車
駕
に
座
乗
し
て
雍
王
李
賢
の
も
と
に
入
輿
し
た
。
時
に
李
賢
は
二
十
二
歳
、
房
氏
は
十
八
歳
で
あ
る
。
な
お
こ
の
時
点
で
高
宗
と
則
天
武
后
は
洛
陽
に
在
城
し
て
い
た
こ
と
か
ら
房
氏
は
洛
陽
城
修
文
坊
の
雍
王
府
邸
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
宮
中
に
参
上
し
た
房
氏
は
、
④
軽
や
か
に
歩
み
、
殿
中
で
は
身
を
左
に
避
け
て
譲
る
左
辟
の
礼
を
し
て
高
宗
と
武
后
に
敬
行
し
、
そ
の
閨
房
に
は
慶
雲
が
漂
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
て
房
氏
は
雍
王
妃
と
な
り
、
四
か
月
後
の
六
月
、
李
賢
の
冊
立
に
と
も
な
っ
て
皇
太
子
妃
に
昇
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
の
ち
五
年
に
わ
た
る
皇
太
子
妃
の
生
活
は
平
穏
に
過
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
⑤
「
而
れ
ど
も
天
は
未
だ
悔
禍
せ
ざ
る
や
、
朝
あ
し
た
に
哭
し
哀かな
し
み
を
纏まと
う
」
と
あ
る
ご
と
く
、
そ
れ
は
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八
月
の
李
賢
廃はい
ち
ゆ
つ
詘
に
よ
っ
て
暗
転
し
、
李
賢
と
も
ど
も
長
安
に
幽
閉
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
十
一
月
に
は
張
氏
や
三
子
と
と
も
に
巴
州
に
隨
従
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文
明
二
年
（
六
八
四
）
二
月
の
李
賢
自
殺
の
の
ち
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
三
月
に
葬
儀
が
終
わ
る
と
、
房
氏
は
長
安
に
も
ど
さ
れ
て
興
化
坊
の
私
第
に
居
住
し
た
が
、
そ
れ
以
後
、
な
お
二
十
年
に
わ
た
る
隠
忍
自
重
が
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
⑥
「
棘
き
よ
く
し
ん
心
を
訓
い
ま
し
め
て
択
隣
し
、
蘋ひん
そ
う藻
を
採
り
て
恭きよ
う
じ事
す
」
と
し
て
遺
児
の
育
成
と
教
育
と
に
心
苦
し
、
亡
夫
や
亡
児
の
御
霊
を
一
心
に
祀
る
さ
ま
が
誌
文
に
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
の
ち
房
氏
は
武
周
の
長
安
年
間
（
七
〇
二
～
七
〇
五
）
に
李
賢
の
三
子
の
う
ち
た
だ
一
人
健
在
で
あ
っ
た
第
二
子
の
嗣
雍
王
守
礼
の
太
妃
に
冊
立
さ
れ
、
ま
た
重
祚
し
た
中
宗
の
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
七
月
に
は
李
賢
の
乾
陵
陪
葬
が
か
な
い
、
加
え
て
睿
宗
の
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
四
月
十
九
日
に
章
懐
太
子
追
諡
が
な
さ
れ
る
な
ど
慶
事
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
い
⑦
六
月
十
六
日
、
房
氏
は
長
安
城
興
化
里
の
邠
王
守
礼
の
王
府
邸
で
薨
去
し
た
。
享
年
は
五
十
四
。
房
氏
の
喪
柩
は
同
年
十
月
十
九
日
に
皇
太
子
妃
の
礼
を
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も
っ
て
李
賢
が
ね
む
る
章
懐
太
子
墓
の
墓
室
内
に
同
穴
合
葬
さ
れ
た
。
最
後
の
⑨
は
、
そ
の
葬
列
に
扈
従
し
た
嗣
子
の
光
禄
卿
邠
王
守
礼
は
亡
父
の
墳
墓
の
菩
提
樹
に
す
が
り
、
そ
の
厚
い
墳
丘
に
慟
哭
し
て
胸
を
打
ち
叩
き
、
澄
み
わ
た
る
高
天
に
義
母
房
氏
の
婦
徳
と
魂
の
誠
と
を
告
げ
、
褒
め
賛
え
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
こ
の
葬
儀
に
際
し
て
睿
宗
は
沈
佺
期
に
左
の
「
章
懐
太
子
靖
妃
房
氏
祭
文
」
を
撰
述
さ
せ
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
①
維こ
れ
景
雲
二
年
歳
次
は
辛
亥
十
月
壬
寅
金
朔
十
九
日
庚
申
木
。
②
皇
帝
、
具
位
の
某
な
に
が
しを
遣
わ
し
て
少
牢
の
奠てん
を
以
て
、
故
章
懐
太
子
靖せい
妃ひ
の
霊
に
敬
祭
す
。
③
神
寝
既
に
就
き
て
、
備
物
肅つつ
し
み
て
陳つら
ぬ
。
絳こう
旐ちよ
うは
旋かえ
ら
ず
し
て
、
玄
扉
は
遽
す
み
や
や
か
に
掩と
ず
。
④
緬はる
か
に
永
往
を
懐おも
い
、
益
ま
す
悲ひ
欷き
を
増
す
。
式もつ
て
嘉
薦
を
陳の
べ
ら
く
、
魂
よ
、
其
れ
尚
餐
せ
よ
、
と
。
　
こ
こ
で
①
房
氏
の
葬
儀
日
は
景
雲
二
年
の
「
十
月
壬
寅
金
朔
十
九
日
庚
申
木
」
と
す
る
が
、
そ
の
年
次
・
月
日
・
干
支
と
も
に
前
掲
「
章
懐
墓
誌
」
の
誌
文
に
一
致
す
る
。
つ
い
で
②
睿
宗
は
然
る
べ
き
位
階
の
官
員
を
派
遣
し
て
少
牢
（
羊
と
豚
）
を
供
え
、
章
懐
太
子
靖
妃
と
謚
お
く
り
なさ
れ
た
房
氏
の
霊
位
を
敬
祭
す
る
。
以
下
③
靖
妃
の
霊
を
祀
る
神
寝
に
祭
品
を
並
べ
、
そ
の
名
位
を
記
し
た
絳あか
い
旐はた
は
旋かえ
る
こ
と
な
く
、
房
氏
を
埋
葬
し
た
墓
室
の
扉
は
遽
す
み
や
や
か
に
掩と
じ
ら
れ
た
。
④
そ
の
往い
き
て
帰
ら
ぬ
こ
と
を
懐おも
う
と
、
悲
し
み
欷むせ
び
泣
き
は
い
や
ま
し
。
こ
こ
に
嘉
き
供
物
を
置
き
並
べ
れ
ば
、
魂
よ
請
い
願
わ
く
は
受
け
よ
、
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
祭
文
に
よ
っ
て
薨
去
後
の
房
氏
は
「
靖
」
と
諡
お
く
り
なさ
れ
、
靖
妃
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
ⅱ
）
李
賢
の
三
子
　
李
賢
の
子
女
は
、
李
賢
伝
に
「
三
子
有
り
、
光
順
、
守
礼
、
守
義
な
り
」
と
あ
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
史
書
上
に
女
子
は
確
認
で
き
な
い
。
　
第
一
子
光
順
は
、
則
天
武
后
が
即
位
し
た
天
授
元
年
（
六
九
〇
）
に
安
楽
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
義
豊
王
に
徙し
ほ
う封
し
た
の
ち
鞭
刑
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を
受
け
て
誅
殺
さ
れ
た
。
そ
の
生
年
と
生
母
は
不
明
で
あ
る
が
、
弟
守
礼
が
咸
享
三
年
（
六
七
二
）
以
前
の
出
生
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
李
賢
の
沛
王
在
位
時
の
出
生
と
な
り
、良
娣
張
氏
を
生
母
と
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
誅
殺
時
の
年
齢
は
二
十
歳
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
　
第
三
子
守
義
は
、
睿
宗
の
文
明
年
間
（
六
八
四
）
に
犍けん
為い
郡
王
、
垂
拱
四
年
（
六
八
八
）
に
永
安
郡
王
、
さ
ら
に
桂
陽
王
に
徙
封
さ
れ
た
の
ち
病
卒
し
た
と
記
さ
れ
る
が
、『
資
治
通
鑑
』
天
授
元
年
八
月
の
条
に
「
故
太
子
賢
の
二
子
を
鞭
殺
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
鞭
刑
に
起
因
す
る
傷
病
死
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
生
年
と
生
母
は
不
明
で
あ
る
が
、
雍
王
期
以
後
の
出
生
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
生
母
を
房
氏
に
比
定
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
病
卒
時
の
年
齢
は
十
五
歳
ほ
ど
と
推
測
さ
れ
る
。
　
な
お
、
守
義
が
納
妃
し
た
こ
と
は
沈
佺
期
「
故
桂
陽
郡
王
妃
楊
氏
冊
文
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
冊
文
は
前
述
し
た
清
河
房
氏
の
葬
儀
に
際
し
て
下
さ
れ
た
も
の
で
、
冒
頭
の
「
景
雲
二
年
歲
次
辛
亥
十
月
壬
寅
朔
二
十
五
日
景
寅
火
」
と
す
る
一
文
は
、
景
雲
二
年
十
月
二
十
五
日
に
桂
陽
郡
王
妃
楊
氏
と
し
て
追
冊
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
十
月
十
日
の
南
陽
張
氏
の
追
冊
儀
礼
と
同
様
に
同
年
十
月
十
九
日
に
執
行
さ
れ
た
皇
太
子
妃
清
河
房
氏
の
葬
儀
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て
追
冊
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
玄
宗
の
先
天
年
間
（
七
一
二
）
に
光
順
は
莒きょ
王
、
守
義
は
畢ひつ
王
に
追
封
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
則
天
武
后
の
も
と
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
従
兄
弟
に
向
け
た
天
恩
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
　
第
二
子
守
礼
は
、
李
賢
伝
に
付
せ
ら
れ
た
本
伝
の
要
諦
を
示
し
て
解
説
を
進
め
た
い
。
　
　
①
守
礼
本もと
の
名
は
光
仁
、
垂
拱
の
初
め
名
を
守
礼
に
改
む
。
太
子
洗
馬
を
授
け
ら
れ
、
嗣
雍
王
に
封
ぜ
ら
る
。
②
時
に
中
宗
房
陵
に
遷
さ
れ
、
睿
宗
帝
位
に
居
る
と
雖
も
、
人
の
朝
謁
す
る
も
の
絶
ゆ
。
諸
武
革
命
の
計
に
賛
成
し
、
深
く
宗
枝
を
嫉にく
め
ば
な
り
。
③
守
礼
父
の
得
罪
を
以
て
、
睿
宗
の
諸
子
と
宮
中
に
同
処
し
、
凡
そ
十
余
年
庭
院
に
出
で
ず
。
④
聖
暦
元
年
に
至
り
て
、
睿
宗
皇
嗣
も
て
封
ぜ
ら
れ
て
相
王
と
為
り
、
外
邸
に
出
る
を
許
さ
れ
て
よ
り
、
睿
宗
の
諸
子
五
人
も
皆
な
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
守
礼
と
与とも
に
始
め
て
外
に
居
す
。
⑤
神
龍
元
年
、
中
宗
纂
位
し
、
守
礼
に
光
禄
卿
同
正
員
を
授
く
。
⑥
神
龍
中
、
遺
詔
し
て
邠ひん
お
う王
に
進
封
し
、
実
封
五
百
戸
を
賜
う
。
⑦
景
雲
二
年
、
光
禄
卿
を
帯
び
、
幽
州
刺
史
を
兼
ね
て
、
左
金
吾
衛
大
将
軍
に
転
じ
、
単ぜ
ん
う于
大
都
護
を
遙よう
領りよ
うす
。
⑧
先
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天
二
年
、
司
空
に
遷
る
。
⑨
開
元
の
初
め
虢かく
、
隴ろう
、
襄
じ
よ
う
、
晉
、
滑
六
州
刺
史
を
歴
す
る
も
、
奏
事
及
び
大
事
に
非あら
ざ
れ
ば
、
並
び
に
上
佐
に
州
を
知おさ
め
し
む
。
⑩
源
乾
曜
、
袁
嘉
祚
、
潘
好
礼
ら
皆
な
邠
府
長
史
と
為な
り
て
州
佐
を
兼
ぬ
。
守
礼
は
唯た
だ
弋
よ
く
り
よ
う
猟
、
伎ぎ
楽がく
、
飲いん
ぎ
や
く
謔
す
る
而の
み已
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
守
礼
は
も
と
の
名
を
光
仁
と
し
た
が
、
故
李
賢
に
雍
王
が
追
贈
さ
れ
た
睿
宗
の
垂
拱
年
間
（
六
八
五
～
八
八
）
は
じ
め
に
守
礼
と
改
名
し
、
太
子
洗
馬
を
授
け
ら
れ
て
嗣
雍
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
改
名
は
則
天
武
后
の
諱
（
照
・
曌
）
を
憚
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
②
嗣
聖
元
年
（
六
八
四
）
二
月
に
中
宗
が
廃
さ
れ
て
房
陵
に
遷
さ
れ
て
よ
り
、
睿
宗
が
帝
位
に
あ
る
も
の
の
朝
謁
す
る
者
は
絶
え
て
い
た
。
そ
れ
は
武
氏
派
の
革
命
計
画
が
進
み
、
宗
枝
は
深
く
嫉にく
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
情
況
下
で
守
礼
は
、
③
父
の
罪
に
よ
っ
て
睿
宗
の
諸
子
と
と
も
に
洛
陽
城
内
の
宮
殿
に
幽
閉
さ
れ
、
十
余
年
に
わ
た
っ
て
庭
に
出
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
睿
宗
の
諸
子
と
同
処
」
と
し
て
守
礼
は
睿
宗
の
子
李
隆
基
（
玄
宗
）・
李
隆
範
ら
と
と
も
に
武
氏
派
の
監
視
の
も
と
で
誅
殺
に
怯
え
る
日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
緊
迫
し
た
十
数
年
の
日
常
は
武
氏
派
に
抗
す
る
血
盟
を
結
ば
せ
る
に
余
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
同
志
的
結
合
は
従
兄
弟
の
血
縁
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
に
相
違
な
く
、
前
述
し
た
「
張
氏
神
道
碑
」
の
建
立
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
宮
中
幽
閉
は
、
④
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
に
睿
宗
が
皇
嗣
と
し
て
相
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
外
邸
に
移
り
、
そ
の
諸
子
五
人
も
郡
王
と
な
っ
て
守
礼
と
も
ど
も
宮
廷
外
に
居
住
が
許
さ
れ
て
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
守
礼
は
、
⑤
重
祚
し
た
中
宗
の
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）、
光
禄
卿
同
正
員
を
授
け
ら
れ
、
翌
年
七
月
に
は
巴
州
に
下
向
し
て
父
李
賢
の
喪
柩
を
長
安
に
奉
還
し
て
乾
陵
陪
葬
を
執
行
し
、
さ
ら
に
景
龍
二
年
（
七
〇
八
）
に
は
生
母
張
氏
の
葬
儀
を
な
し
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
づ
い
て
本
伝
は
⑥
神
龍
中
に
遺
詔
も
て
邠
王
に
進
封
、
実
封
五
百
戸
を
賜
う
と
す
る
が
、『
旧
唐
書
』
中
宗
本
紀
景
龍
四
年
の
条
に
、
　
　
六
月
壬
午
、
帝
毒
に
遇
い
て
神
龍
殿
に
崩
ず
。（
中
略
）、
皇
太
后
臨
朝
し
て
天
下
に
大
赦
し
、
改
元
し
て
唐
隆
と
為
す
。（
中
略
）、
安
国
相
王
旦
を
以
て
太
子
太
師
と
為
し
、
雍
王
守
礼
を
進
封
し
て
邠
王
と
為
す
。
と
あ
っ
て
本
伝
の
「
神
龍
中
」
は
「
景
龍
中
」
の
誤
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
宗
を
毒
殺
し
た
直
後
の
皇
太
后
（
韋
后
）
に
よ
る
不
時
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の
封
冊
で
は
あ
る
が
、
守
礼
は
叔
父
安
国
相
王
旦
（
睿
宗
）
に
次
ぐ
進
封
を
受
け
て
お
り
、
宮
中
に
お
け
る
守
礼
の
存
在
感
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
当
然
な
が
ら
守
礼
は
李
隆
基
に
よ
る
韋
氏
派
の
誅
殺
と
睿
宗
即
位
に
尽
力
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
示
す
史
料
は
見
ら
れ
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
行
賞
と
見
ら
れ
る
も
の
が
⑦
で
、
睿
宗
の
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
に
光
禄
卿
に
加
え
て
幽
州
刺
史
、
左
金
吾
衛
大
将
軍
、
単
于
大
都
護
な
ど
の
大
官
を
帯
び
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
同
年
四
月
に
は
章
懐
太
子
の
追
諡
が
な
さ
れ
、
つ
い
で
十
月
に
は
清
河
房
氏
の
葬
儀
に
臨
ん
で
義
母
の
婦
徳
を
賛
え
た
と
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
つ
い
で
守
礼
は
、
⑧
玄
宗
の
先
天
二
年
（
七
一
三
）
に
司
空
に
遷
り
、
⑨
開
元
年
間
（
七
一
三
～
四
一
）
の
は
じ
め
に
虢
、
隴
な
ど
六
州
の
刺
史
を
歴
任
し
た
が
、
奏
事
と
大
事
と
を
の
ぞ
く
州
治
は
こ
と
ご
と
く
上
佐
に
ま
か
せ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
⑩
宰
相
格
の
源
乾
曜
ら
を
邠
王
府
長
史
と
し
て
州
佐
を
兼
ね
さ
せ
、
み
ず
か
ら
は
弋
猟
、
伎
楽
、
飲
謔
に
耽ふけ
る
享
楽
的
な
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
父
の
廃
位
よ
り
四
半
世
紀
を
超
え
て
受
け
つ
づ
け
た
苦
難
の
日
々
に
起
因
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
自
身
が
置
か
れ
た
微
妙
な
政
治
的
境
遇
を
生
き
抜
こ
う
と
す
る
保
身
の
業
で
あ
ろ
う
か
。
　
本
伝
は
さ
ら
に
左
に
つ
づ
く
。
　
　
⑪
九
年
已
後
、
諸
王
並
び
に
京
師
に
徴
還
さ
る
。
守
礼
外
枝
を
以
て
王
と
為
る
も
、
才
識
は
猥わ
い
か下
、
尤
も
つ
と
も
岐
、
薛
に
逮およ
ば
ず
。
⑫
寵ちよ
う
へ
い嬖
多
く
し
て
、
風
教
を
修
め
ず
。
男
女
六
十
余
人
、
男
は
中
才
無
く
、
女
は
貞
称
に
負そむ
く
。
守
礼
之
に
居
る
も
自
若
、
高
歌
撃
鼓
す
。
⑬
常
に
数
千
貫
の
銭
債
を
帯
び
、
或つね
に
之
を
諫
む
る
者
有
り
て
曰
く
、
王
の
年
は
漸やや
高
く
、
家
累
は
甚
は
な
は
だ
衆おお
し
、
須
す
べ
か
らく
愛
惜
有
る
べ
し
、
と
。
守
礼
曰
く
豈
に
天
子
の
兄
没
す
る
に
人
の
葬
す
る
こ
と
有
ら
ん
や
、
と
。
⑭
諸
王
内ない
え
ん讌
に
因
り
て
之
を
言
い
、
以
て
歓
笑
を
為
す
。
⑮
積
陰
日
を
累かさ
ぬ
と
雖
も
、
守
礼
諸
王
に
白もう
し
て
曰
く
晴
れ
ん
と
欲
す
、
と
。
果
し
て
晴
る
る
。
愆けん
よ
う陽
旬
に
渉わた
る
も
、
守
礼
曰
く
即ただ
ち
に
雨
ふ
ら
ん
、
と
。
果はた
し
て
澍しゆ
を
連つら
ぬ
。
⑯
岐
王
等
之
を
奏
し
て
云
う
、
邠
哥か
に
術
有
り
、
と
。
守
礼
曰
く
臣
に
術
無
し
。
則
天
の
時
、
章
懐
の
遷せん
た
く謫
を
以
て
、
臣
、
宮
中
に
幽
閉
さ
る
る
こ
と
十
余
年
、
歳
ご
と
に
勅
杖
を
被
こ
う
む
り
て
数しば
し
ば
頓
く
る
し
み
、
瘢はん
痕こん
を
見
あ
ら
わ
す
こ
と
甚
だ
厚
し
。
雨
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
臣
が
脊
上
即
ち
沉しん
も
ん悶
し
、
晴
れ
ん
と
欲
す
れ
ば
即
ち
軽
健
た
り
。
臣
此
を
以
て
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之
を
知
る
。
術
有
る
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。
⑰
涕て
い
し泗
襟
を
霑
う
る
お
せ
ば
、
玄
宗
も
ま
た
憫
然
た
り
。
⑱
二
十
九
年
薨
ず
、
年
七
十
余
。
太
尉
を
贈
く
ら
る
。
　
解
説
す
る
と
、
⑪
守
礼
は
開
元
九
年
（
七
二
一
）、
諸
王
の
長
安
徴
還
に
と
も
な
っ
て
玄
宗
に
近
侍
し
た
が
、
そ
の
才
知
と
見
識
は
玄
宗
の
弟
岐
王
（
隆
範
）
や
薛
王
（
隆
業
）
に
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
正
統
な
皇
子
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
そ
の
家
庭
は
、
⑫
寵
嬪
ら
の
風
教
が
乱
れ
、
六
十
余
人
の
子
女
を
儲
け
た
が
、
男
子
に
は
中
才
す
ら
な
く
、
女
子
は
貞
淑
に
負そむ
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
守
礼
は
自
若
と
し
て
高
歌
撃
鼓
す
る
の
み
。
さ
ら
に
放
蕩
の
ゆ
え
か
⑬
数
千
貫
の
銭
債
を
帯
び
る
に
至
っ
て
諫
言
が
く
り
返
さ
れ
た
が
、
天
子
の
兄
の
葬
儀
は
他
人
の
世
話
に
は
な
る
ま
い
よ
と
嘯
き
、
意
に
介
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
家
を
斉とと
のえ
ず
、
子
女
の
教
育
を
放
棄
す
る
刹
那
的
、
享
楽
的
に
生
き
る
心
の
奥
底
に
は
、
武
氏
政
権
下
の
受
難
の
後
遺
症
、
父
李
賢
が
登
極
す
れ
ば
天
下
を
統
べ
る
者
は
自
分
と
の
思
い
、
た
だ
し
絶
対
に
そ
れ
を
口
外
で
き
ぬ
屈
折
し
た
心
理
、
さ
ら
に
は
名
利
を
捨
て
て
我
身
の
安
全
を
は
か
る
計
略
な
ど
が
絡
み
合
い
、
澱
の
ご
と
く
沈
殿
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
こ
の
守
礼
に
李
氏
一
門
は
同
情
を
寄
せ
る
が
、そ
れ
は
武
氏
政
権
の
も
と
で
一
度
な
ら
ず
死
を
覚
悟
し
た
相
身
互
い
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
⑭
内
々
の
宴
に
集
う
諸
王
は
さ
き
の
守
礼
の
軽
口
に
歓
笑
し
た
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
長
老
格
の
守
礼
に
向
け
た
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
⑮
は
守
礼
が
晴
雨
を
断
じ
て
誤
ら
ぬ
こ
と
を
述
べ
、
⑯
そ
れ
を
岐
王
範
が
奏
上
し
、
玄
宗
に
奉
答
し
た
も
の
。
そ
こ
で
は
則
天
武
后
に
幽
閉
さ
れ
た
十
数
年
間
、
勅
杖
に
よ
っ
て
打
ち
叩
か
れ
、
背
中
に
刻
み
付
け
ら
れ
た
瘢
痕
の
疼
き
に
よ
っ
て
晴
雨
の
判
断
を
く
だ
す
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
則
天
武
后
の
全
盛
時
に
お
け
る
唐
室
の
生
死
は
紙
一
重
で
脅
迫
、
幽
閉
、
謫
徙
な
ど
を
被
ら
ぬ
者
は
お
ら
ず
、
誅
殺
さ
れ
た
男
子
は
四
十
余
人
を
数
え
る
が
、
そ
こ
に
は
父
李
賢
は
も
と
よ
り
光
順
、
守
義
ら
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
玄
宗
は
幽
閉
時
に
血
盟
を
結
ん
で
と
も
に
死
線
を
越
え
て
来
た
こ
の
十
四
歳
あ
ま
り
年
長
の
従
兄
弟
に
か
ぎ
り
な
い
親
愛
を
覚
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
守
礼
の
生
没
年
は
、⑱
開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
に
七
十
余
で
薨
じ
た
と
あ
り
、ま
た
『
新
唐
書
』
は
「
年
七
十
」
に
つ
く
る
こ
と
か
ら
高
宗
の
咸
享
三
年
（
六
七
二
）
の
出
生
、
あ
る
い
は
少
し
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
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四
　
李
賢
の
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
生
涯
（
ⅰ
）
李
忠
の
皇
太
子
冊
立
と
廃
位
　『
旧
唐
書
』
李
忠
伝
に
よ
る
と
、
李
忠
は
太
宗
の
貞
観
十
七
年
（
六
四
三
）
に
皇
太
子
李
治
（
高
宗
）
と
劉
氏
の
第
一
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、「
高
宗
初
め
て
東
宮
に
入
り
、忠
を
生
む
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
同
年
四
月
の
立
太
子
以
後
と
な
ろ
う
。
そ
の
誕
生
が
祝
福
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
宮
の
祝
宴
に
幸
し
た
太
宗
が
「
朕
に
初
め
て
此
の
孫
有
り
、
故
に
相
い
就
き
て
楽
し
み
を
為
さ
ん
」
と
語
り
、
さ
ら
に
「
太
宗
、
酒
酣
た
け
な
わに
し
て
起
ち
て
舞
い
、
以
て
羣
臣
に
属すす
め
ば
、
是
に
在
位
す
る
も
の
遍
あ
ま
ね
く
舞
い
、
日
を
尽
く
し
て
罷や
む
。
賜
物
差
有
り
」
と
あ
る
ご
と
く
で
、
初
孫
の
喜
び
に
舞
う
太
宗
と
そ
れ
に
和
す
る
群
臣
の
歓
喜
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
つ
い
で
李
忠
は
、
貞
観
二
十
年
（
六
四
六
）
に
四
歳
で
陳
王
に
、
高
宗
即
位
後
の
永
徽
元
年
（
六
五
〇
）
正
月
に
雍
州
牧
に
補
任
さ
れ
、
さ
ら
に
同
三
年
（
六
五
二
）
七
月
に
は
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
た
。
時
に
十
歳
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
を
同
伝
は
左
の
ご
と
く
記
す
。
永
徽
元
年
、
①
時
に
王
皇
后
に
子
無
し
。
其
の
舅
き
ゆ
う
中
書
令
柳
り
ゆ
う
せ
き奭
后
に
説と
き
、
謀はか
り
て
忠
を
立
て
て
皇
太
子
に
為
さ
ん
と
す
。
忠
の
母
賤せん
に
し
て
、
其
の
己
に
親
し
む
を
冀
こ
い
ね
がう
を
以
て
し
、
后
之
を
然
り
と
す
。
②
奭
、
尚
書
右
僕
射
褚
遂
良
、
侍
中
韓
瑗
と
与
に
太
尉
長
孫
無
忌
、
左
僕
射
于
志
寧
等
に
諷
し
、
固
く
忠
を
立
て
て
儲ちよ
こ
う后
と
為
す
こ
と
を
請
い
、
高
宗
之
を
許
す
。
③
三
年
、
忠
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
。
天
下
に
大
赦
し
、
五
品
已
上
の
子
の
父
後
と
為
る
者
に
勲
一
級
を
賜
う
。
解
説
す
る
と
、
①
高
宗
の
王
皇
后
は
子
が
な
い
た
め
、
舅
（
こ
こ
で
は
外
祖
父
）
の
柳
奭
（
？
～
六
五
九
）
は
微
賤
の
出
で
あ
る
劉
氏
が
生
ん
だ
李
忠
を
王
皇
后
の
後
見
の
も
と
で
皇
太
子
と
す
る
こ
と
を
謀
り
、
皇
后
の
内
諾
を
得
た
。
つ
い
で
柳
奭
は
②
太
宗
朝
以
来
の
大
官
で
あ
る
褚
遂
良
（
五
九
六
～
六
五
八
）
お
よ
び
韓
瑗
（
六
〇
六
～
六
五
九
）
と
と
も
に
長
孫
無
忌
（
？
～
六
五
九
）、
于
志
寧
（
五
八
八
～
六
六
五
）
に
諮はか
り
、
そ
の
総
意
と
し
て
李
忠
の
立
太
子
を
奏
請
し
て
勅
諚
を
得
た
と
す
る
。
③
は
永
徽
三
年
に
挙
行
し
た
李
忠
の
立
太
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子
に
と
も
な
う
大
赦
と
賜
勲
で
、
そ
の
規
模
は
後
述
す
る
李
弘
の
そ
れ
に
遜
色
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
で
、
李
忠
冊
立
の
要
因
と
な
っ
た
王
皇
后
と
蕭
淑
妃
の
確
執
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
太
原
王
氏
の
流
れ
を
く
む
名
門
出
身
の
王
皇
后
は
、
太
宗
の
承
認
の
も
と
晉
王
李
治
に
入
内
し
、
即
位
の
の
ち
皇
后
に
冊
立
さ
れ
た
が
、「
無
子
」
ゆ
え
に
地
位
が
安
定
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
蕭
淑
妃
は
姓
か
ら
推
し
て
南
朝
梁
の
皇
胤
と
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
高
宗
の
第
四
子
李
素
節
に
加
え
て
第
一
女
義
陽
公
主
お
よ
び
第
二
女
高
安
公
主
を
あ
げ
る
な
ど
高
宗
の
寵
愛
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
な
か
ん
づ
く
素
節
は
蕭
淑
妃
を
は
じ
め
と
す
る
傅
育
者
の
良
導
の
た
め
か
、
李
忠
の
立
太
子
前
後
に
「
能
く
日
に
古
詩
賦
五
百
余
言
を
誦
す
。
学
士
徐
斉
耼たん
に
受
業
し
、
精
勤
し
て
倦
ま
ず
。
高
宗
甚
だ
之
を
愛
す
」（『
旧
唐
書
』
李
素
節
伝
）
と
す
る
俊
英
の
兆
を
示
し
て
王
皇
后
の
警
戒
心
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
第
一
子
李
忠
を
抑
え
て
五
歳
年
下
の
第
四
子
素
節
が
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
王
皇
后
の
廃
位
と
蕭
淑
妃
の
立
后
に
連
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
を
止
め
、
王
皇
后
を
守
る
た
め
の
計
略
が
李
忠
冊
立
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
ま
た
ぬ
が
、
永
徽
三
年
の
立
太
子
後
も
蕭
淑
妃
に
対
す
る
高
宗
の
寵
愛
は
衰
え
ず
、
ま
た
素
節
の
英
才
は
隠
れ
な
き
も
の
と
な
っ
て
王
皇
后
の
地
位
を
脅
か
し
つ
づ
け
た
。
そ
こ
で
王
皇
后
が
取
っ
た
つ
ぎ
な
る
策
は
、
高
宗
に
故
太
宗
の
才
人
武
氏
の
「
復
召
入
宮
」
を
勧
言
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
旧
唐
書
』
廃
后
王
氏
伝
に
「
武
皇
后
は
、
貞
観
の
末
、
太
宗
の
殯ひん
ぎ
よ御
に
随
し
た
が
い
て
感
業
寺
に
居
り
。
后
及
び
左
右
数しば
し
ば
之
が
為
め
に
言
う
。
高
宗
是
に
由
り
て
復
た
召
し
て
宮
に
入
れ
、立
て
て
昭
儀
と
為
す
」
と
あ
る
ご
と
く
で
、武
昭
儀
に
よ
っ
て
蕭
淑
妃
の
寵
愛
を
殺
ぐ
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
結
論
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
策
謀
を
弄
し
た
王
皇
后
は
武
昭
儀
所
生
の
女
児
を
扼
殺
し
た
と
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
永
徽
六
年
（
六
五
五
）
に
蕭
淑
妃
と
も
ど
も
廃
さ
れ
て
庶
人
に
落
と
さ
れ
、
宮
中
に
幽
閉
さ
れ
て
悲
惨
な
最
後
を
と
げ
る
こ
と
と
な
る
。
　
以
上
の
内
情
か
ら
す
る
と
、皇
太
子
の
後
見
と
な
っ
た
王
皇
后
の
廃
位
が
李
忠
の
そ
れ
に
直
結
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
は
王
皇
后
と
李
忠
の
廃
位
に
つ
い
て
、
　
　（
永
徽
六
年
）
冬
十
月
己
酉
、
皇
后
王
氏
を
廃
し
て
庶
人
と
為
し
、
昭
儀
武
氏
を
立
て
て
皇
后
と
為
す
。
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　（
永
徽
）
七
年
春
正
月
辛
未
、
皇
太
子
忠
を
廃
し
て
梁
王
と
為
し
、
代
王
弘
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
。
壬
申
、
大
赦
し
て
改
元
し
、
顕
慶
と
為
す
。
と
記
す
。
こ
こ
で
は
永
徽
七
年
（
六
五
六
）
正
月
辛
未
の
同
日
中
に
李
忠
（
十
四
歳
）
の
廃
太
子
と
李
弘
（
五
歳
）
の
立
太
子
が
お
こ
な
わ
れ
、
翌
日
に
大
赦
改
元
し
て
顕
慶
元
年
と
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
則
天
武
后
の
周
到
な
計
画
と
断
固
た
る
実
行
の
結
果
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
　
廃
位
後
の
李
忠
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』
李
忠
伝
に
左
の
ご
と
く
記
さ
れ
る
。
　
　
①
顕
慶
元
年
、
忠
を
廃
し
て
梁
王
と
為
し
、
梁
州
都
督
を
授
く
。
其
年
、
房
州
刺
史
に
転
ず
。
②
忠
年
漸よう
やく
長
大
、
常
に
恐
れ
て
自
か
ら
安
ん
ぜ
ず
。
私ひそ
か
に
婦
人
の
服
を
衣き
て
、
以
て
刺
客
に
備
え
る
或あ
り
。
又
た
数
し
ば
妖
夢
有
り
、
常
に
自
か
ら
占
卜
し
、
事
発あら
わ
る
。
五
年
、
廃
し
て
庶
人
と
為
し
、
居
を
黔けん
州
に
徙うつ
し
て
、
承
乾
の
故
宅
に
囚
と
ら
え
る
。
③
麟
徳
元
年
、
又
た
忠
、
西
台
侍
郎
上
官
儀
、
宦
者
王
伏
勝
と
与
に
謀
反
す
る
を
誣ふ
せ
ら
れ
、
死
を
流
所
に
賜
わ
る
。
年
二
十
二
、
子
無
し
。
④
明
年
、
皇
太
子
弘
表
し
て
葬
を
収
む
る
を
請
い
、
之
を
許
す
。
　
す
な
わ
ち
①
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）、
梁
王
に
降
さ
れ
た
李
忠
は
梁
州
都
督
と
し
て
出
鎮
し
、
つ
い
で
房
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
。
②
成
人
し
た
李
忠
は
、
刺
客
を
恐
れ
て
婦
人
の
服
を
常
用
し
、
ま
た
妖
夢
を
見
て
は
自
身
で
占
卜
す
る
こ
と
が
発
覚
し
て
、
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）、庶
人
に
下
さ
れ
て
黔
州
に
流
さ
れ
、高
宗
の
長
兄
で
あ
っ
た
廃
太
子
李
承
乾
の
配
所
に
幽
囚
さ
れ
た
。③
麟
徳
元
年（
六
六
四
）、
李
忠
は
則
天
武
后
の
廃
位
を
狙
う
上
官
儀
と
王
伏
勝
の
謀
反
の
関
与
し
た
と
誣
告
さ
れ
、
死
を
賜
っ
た
。
享
年
二
十
二
、
子
は
な
か
っ
た
。
④
翌
年
、
皇
太
子
李
弘
が
葬
儀
の
執
行
を
上
表
し
て
裁
可
さ
れ
た
が
、
時
に
李
弘
は
十
二
歳
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
皇
后
位
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
短
命
に
お
わ
っ
た
長
兄
の
魂
を
鎮
め
る
よ
う
高
宗
の
指
示
を
得
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
つ
い
で
高
宗
朝
に
お
け
る
皇
太
子
李
忠
の
待
遇
は
李
弘
の
そ
れ
と
変
わ
ら
ぬ
こ
と
を
確
認
す
る
と
、そ
れ
は
『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
に
、
　
　
①
（
永
徽
三
年
）
乙
丑
、
左
僕
射
于
志
寧
太
子
少
師
を
兼
ね
、
右
僕
射
張
行
成
太
子
少
傅
を
兼
ね
、
侍
中
高
季
輔
太
子
少
保
を
兼
ね
、
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侍
中
宇
文
節
太
子
詹せ
ん
じ事
を
兼
ぬ
。
　
　
②
（
同
右
）
九
月
丁
巳
、
太
子
中
允
を
改
め
て
内
允
と
為
し
、
中
書
舎
人
を
内
史
舎
人
に
為
し
、
諸
率
府
の
中
郎
将
を
改
め
て
旅
賁
郎
将
と
為
し
、
以
て
太
子
の
名
を
避
く
。
　
　
③
（
永
徽
六
年
）
二
月
乙
巳
、
皇
太
子
忠
元
服
を
加
う
。
内
外
文
武
職
事
の
五
品
已
上
の
父
の
後
為
る
者
に
、
勲
一
級
を
賜
い
、
大
酺
す
る
こ
と
三
日
。
と
あ
る
ご
と
く
で
、
①
は
皇
太
子
李
忠
を
補
弼
す
る
東
宮
職
に
宰
相
級
の
于
志
寧
、
張
行
成
、
高
季
輔
、
宇
文
節
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
四
人
は
貞
観
の
治
の
功
臣
と
し
て
太
宗
に
信
任
さ
れ
、
高
宗
朝
で
も
重
責
を
担
う
大
官
で
あ
る
。
と
く
に
于
志
寧
は
つ
づ
く
李
弘
の
太
子
太
傅
に
も
就
い
て
い
る
。
②
は
李
忠
の
諱
い
み
な
に
通
ず
る
「
中
」
を
避
け
て
「
太
子
中
允
」
を
「
内
允
」
に
、「
中
書
舎
人
」
を
「
内
史
舎
人
」
に
、
太
子
の
属
官
た
る
諸
率
府
の
「
中
郎
将
」
を
「
旅
賁
郎
将
」
に
改
め
る
も
の
。
③
は
元
服
時
の
大
赦
、
賜
勲
、
大
酺
で
、
そ
の
規
模
は
李
弘
の
そ
れ
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。
　
以
上
見
て
く
る
と
、
李
忠
の
立
太
子
は
王
皇
后
の
保
身
に
よ
る
と
は
い
え
、
高
宗
朝
で
重
く
遇
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
早
い
廃
位
を
予
想
さ
せ
る
も
の
は
見
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
大
官
に
囲
ま
れ
る
磐
石
の
ご
と
き
体
制
も
則
天
武
后
の
し
た
た
か
な
戦
略
に
抗
し
得
ず
、
脆
く
も
崩
れ
去
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
則
天
武
后
は
己
が
権
勢
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
賜
死
」
を
く
り
返
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
李
忠
は
死
後
四
十
年
余
を
経
た
神
龍
初
に
名
誉
回
復
が
か
な
い
、
燕
王
追
封
と
太
尉
、
揚
州
大
都
督
が
贈
ら
れ
た
が
、
そ
の
葬
地
は
不
明
で
あ
る
。
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（
ⅱ
）
李
孝
・
李
上
金
・
李
素
節
と
義
陽
・
宣
城
・
太
平
三
公
主
　
第
二
子
李
孝
、
生
母
は
鄭
氏
。『
旧
唐
書
』
李
孝
伝
に
「
麟
徳
元
年
薨
ず
。
益
州
大
都
督
を
贈
ら
れ
、
諡
し
て
悼
と
曰
う
。
神
龍
の
初
、
原
王
、
司
徒
、
益
州
大
都
督
を
追
贈
さ
る
」
と
あ
る
。
李
孝
は
異
母
兄
李
忠
と
同
年
に
薨
ず
る
が
、
そ
こ
に
則
天
武
后
が
関
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
示
す
史
料
は
見
出
し
が
た
く
、
ま
た
葬
地
も
不
明
で
あ
る
。
　
第
三
子
李
上
金
、
生
母
は
楊
氏
。『
旧
唐
書
』
李
上
金
伝
に
「
乾
封
元
年
（
六
六
六
）、
寿
州
刺
史
に
累
転
し
、
罪
有
り
て
官
を
免
ぜ
ら
る
。
封
邑
を
割
き
、
仍
ち
灃
州
に
安
置
す
。
上
金
既
に
則
天
の
悪にく
む
所
と
為
り
、
所
司
旨
を
希ねが
い
、
罪
失
を
求
索
し
て
以
て
之
を
奏
す
。
故
に
此
の
黜
ち
ゆ
つ
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
若
年
よ
り
則
天
武
后
に
憎
悪
さ
れ
て
所
司
の
監
視
を
受
け
、
嗣
聖
元
年
（
六
八
四
）
高
宗
の
大
葬
に
際
し
て
異
母
弟
李
素
節
、
異
母
妹
義
陽
公
主
、
同
宣
城
公
主
と
「
赴
哀
」
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
以
外
は
、
死
ぬ
ま
で
中
央
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
寿
州
・
沔べん
州
・
蘇
州
・
陳
州
・
随
州
な
ど
五
州
の
刺
史
と
し
て
出
鎮
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
最
後
は
武
周
革
命
を
二
か
月
後
に
控
え
る
載
初
元
年
（
六
九
〇
）
七
月
に
武
承
嗣
の
意
を
受
け
た
酷
吏
周
興
が
素
節
と
二
人
の
謀
反
を
誣
告
し
て
洛
陽
の
御
史
台
に
召
喚
し
た
と
こ
ろ
、
素
節
が
龍
門
駅
で
絞
殺
さ
れ
た
と
の
報
が
届
き
、「
恐
懼
し
て
自
か
ら
縊
死
」
し
た
。
享
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
素
節
の
そ
れ
が
四
十
三
な
の
で
、
そ
れ
を
少
し
上
回
ろ
う
。
な
お
上
金
に
は
七
子
あ
っ
た
が
、
全
員
が
顕
州
に
配
流
さ
れ
て
六
人
が
死
に
、
た
だ
一
人
健
在
で
あ
っ
た
義
珣
が
神
龍
年
間
に
官
爵
の
追
還
と
嗣
沢
王
の
追
封
を
受
け
た
。
最
後
に
、
乾
陵
に
付
随
す
る
十
七
座
の
陪
葬
墓
に
上
金
墓
が
あ
る
の
で
、
名
誉
回
復
後
に
帰
葬
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
第
四
子
李
素
節
、
生
母
は
蕭
淑
妃
。
幼
少
時
か
ら
俊
敏
で
高
宗
に
愛
さ
れ
た
た
め
に
則
天
武
后
か
ら
敵
視
さ
れ
、
排
除
対
象
と
さ
れ
た
。
『
旧
唐
書
』
李
素
節
伝
に
永
徽
六
年
（
六
五
五
）、
皇
后
と
な
っ
た
則
天
武
后
が
蕭
淑
妃
を
殺
害
す
る
と
、
中
央
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
申
州
刺
史
に
出
鎮
さ
せ
ら
れ
た
。
素
節
は
時
に
八
歳
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
乾
封
年
間
（
六
六
六
～
六
六
七
）
の
は
じ
め
に
旧
疾
を
理
由
に
入
朝
が
拒
絶
さ
れ
る
と
、
素
節
は
『
忠
孝
論
』
を
上
呈
し
て
高
宗
に
拝
謁
を
嘆
願
し
た
が
、
そ
れ
を
一
見
し
た
則
天
武
后
に
よ
っ
て
贓ぞう
わ
い賄
を
誣
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告
さ
れ
て
袁
州
に
謫
徙
さ
れ
、
つ
い
で
儀
鳳
二
年
（
六
七
七
）
に
は
岳
州
に
終
身
禁
錮
と
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
に
許
さ
れ
て
岳
州
お
よ
び
舒
州
の
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
上
京
し
て
高
宗
に
見まみ
え
る
朝
ち
よ
う
覲き
ん
は
つ
い
に
叶
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
素
節
は
「
安
置
」
や
「
禁
錮
」
が
く
り
返
さ
れ
、
ま
た
刺
史
と
し
て
出
鎮
が
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
最
後
は
舒
州
刺
史
在
任
時
に
異
母
兄
上
金
と
と
も
に
誣
告
を
受
け
て
洛
陽
に
召
喚
さ
れ
、
都
城
南
郊
の
龍
門
駅
で
縊
り
殺
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
享
年
四
十
三
。
則
天
武
后
は
庶
人
の
礼
を
も
っ
て
素
節
を
葬
り
、
そ
の
十
三
子
の
う
ち
九
子
を
誅
殺
し
た
が
、
末
の
四
子
は
年
少
を
理
由
に
雷
州
に
禁
錮
と
し
た
。
中
宗
が
重
祚
す
る
と
素
節
は
許
王
を
追
封
さ
れ
、
王
礼
を
も
っ
て
乾
陵
に
陪
葬
さ
れ
た
。
　
第
一
女
義
陽
公
主
と
第
二
女
宣
城
（
高
安
）
公
主
、
生
母
は
蕭
淑
妃
。
二
公
主
は
母
が
廃
さ
れ
た
の
ち
則
天
武
后
に
よ
っ
て
皇
妃
が
住
ま
う
掖えき
て
い庭
に
幽
閉
さ
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
皇
太
子
李
弘
が
そ
の
救
済
を
奏
請
す
る
と
、
二
人
を
憎
む
則
天
武
后
は
義
陽
公
主
を
家
格
の
低
い
権
毅
に
、
同
じ
く
宣
城
（
高
安
）
公
主
を
王
勗
き
よ
く
（
遂
古
）
に
降
嫁
さ
せ
た
。
ま
た
二
人
は
上
金
・
素
節
と
と
も
に
高
宗
の
大
葬
に
「
赴
哀
」
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
が
、
そ
の
の
ち
義
陽
公
主
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
く
、
妹
の
高
安
公
主
が
神
龍
年
間
に
天
子
の
姉
た
る
長
公
主
に
進
冊
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
薨
去
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
乾
陵
の
陪
葬
墓
に
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
復
辟
し
た
中
宗
に
よ
っ
て
高
宗
の
第
一
公
主
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
誤
り
な
か
ろ
う
。
高
安
公
主
は
武
周
の
天
授
年
間
（
六
九
〇
～
六
九
一
）
に
王
勗
が
誅
殺
さ
れ
た
も
の
の
、
長
公
主
と
し
て
実
封
千
戸
、
開
府
置
官
が
許
さ
れ
る
厚
遇
を
受
け
、
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
の
薨
去
す
る
と
玄
宗
が
暉
政
門
に
哭
し
、
荘
重
な
葬
儀
が
営
ま
れ
た
。
　
第
三
女
太
平
公
主
、生
母
は
則
天
武
后
。
高
宗
の
末
女
で
武
周
・
中
宗
・
睿
宗
の
三
朝
の
政
治
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。『
旧
唐
書
』
太
平
公
主
伝
に
よ
る
と
、
太
平
公
主
は
則
天
武
后
に
容
貌
と
性
格
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
愛
幸
さ
れ
、
そ
の
臨
朝
称
制
期
か
ら
武
周
朝
に
至
る
二
十
余
年
に
わ
た
っ
て
天
下
の
公
主
の
な
か
で
貴
盛
無
比
と
さ
れ
た
。
太
平
公
主
は
、
永
隆
二
年
（
六
八
一
）
七
月
に
薛
せ
つ
し
よ
う
紹
に
降
嫁
し
て
二
男
二
女
を
生
ん
だ
が
、
垂
拱
四
年
（
六
八
八
）
十
一
月
、
称
制
下
の
李
氏
圧
迫
に
危
機
感
を
い
だ
く
諸
王
の
反
乱
に
薛
紹
が
関
与
し
て
誅
殺
さ
れ
る
と
、
則
天
武
后
は
武
氏
一
党
の
有
力
者
で
あ
る
武ぶ
ゆ
う
き
攸
曁
の
妻
を
殺
害
し
て
太
平
公
主
を
配
し
た
た
め
、
そ
の
間
に
二
男
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一
女
を
生
ん
だ
。
そ
の
の
ち
太
平
公
主
は
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）、
武
后
の
老
衰
に
よ
っ
て
專
横
を
振
る
う
張
易
之
・
昌
宗
兄
弟
の
誅
殺
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
中
宗
の
復
辟
を
導
き
、
さ
ら
に
唐
隆
元
年
（
七
一
〇
）
の
韋
后
一
派
に
よ
る
中
宗
酖ちん
さ
つ殺
に
際
し
て
は
臨
淄
王
李
隆
基
（
玄
宗
）
に
協
力
し
て
睿
宗
の
即
位
を
実
現
、
睿
宗
朝
に
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
。
こ
う
し
て
太
平
公
主
は
武
周
時
代
は
母
の
庇
護
の
も
と
で
、
ま
た
中
宗
朝
・
睿
宗
朝
で
は
軸
足
を
父
系
に
も
ど
し
て
皇
妹
と
し
て
重
き
を
な
し
、
権
力
を
掌
握
し
た
が
、
先
天
元
年
（
七
一
二
）
の
玄
宗
即
位
に
よ
っ
て
睿
宗
が
太
上
皇
に
退
く
と
、
玄
宗
と
の
権
力
闘
争
が
は
じ
ま
り
、
翌
二
年
（
七
一
三
）
七
月
、
玄
宗
に
よ
っ
て
一
族
も
ろ
と
も
誅
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
享
年
は
四
十
九
ほ
ど
と
考
え
ら
れ
る
。
中
宗
朝
お
よ
び
睿
宗
朝
に
お
け
る
太
平
公
主
の
政
治
的
動
向
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
五
　
李
弘
の
皇
太
子
冊
立
と
廃
位
（
ⅰ
）
李
弘
の
気
質
と
学
問
　『
旧
唐
書
』
李
弘
伝
は
李
弘
を
高
宗
の
第
五
子
と
す
る
が
、
則
天
武
后
の
所
生
と
し
て
は
第
一
子
と
な
る
。
そ
の
出
生
の
詳
細
は
記
さ
れ
ぬ
が
、
上
元
二
年
（
六
七
五
）
四
月
に
二
十
四
歳
で
薨
じ
た
こ
と
か
ら
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
の
生
ま
れ
と
な
り
、
同
年
七
月
の
李
忠
立
太
子
と
重
な
る
こ
と
と
な
る
。
　
永
徽
七
年
（
六
五
六
）
正
月
、
五
歳
の
李
弘
は
異
母
兄
李
忠
の
廃
位
に
と
も
な
っ
て
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
た
。
そ
の
短
い
生
涯
で
特
筆
す
べ
き
は
生
真
面
目
な
性
格
と
儒
教
的
な
正
義
の
実
現
に
邁
進
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
や
言
動
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
李
賢
の
ば
あ
い
と
同
じ
く
「
夙
し
ゆ
く
敏びん
」
た
ら
し
む
る
教
育
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
し
て
李
弘
の
言
行
は
や
が
て
生
母
則
天
武
后
と
の
対
立
を
惹
起
し
、
そ
の
手
に
か
か
っ
て
酖
殺
さ
れ
る
悲
劇
的
な
最
後
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
李
弘
伝
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
人
物
像
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
十
歳
に
満
た
ぬ
李
弘
が
師
の
郭か
く
ゆ瑜
に
つ
い
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
受
講
し
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
講
義
が
楚
の
太
子
商
臣
（
穆
王
）
に
よ
る
父
成
王
（
楚
子
頵きん
）
の
弑
殺
に
お
よ
ぶ
と
李
弘
は
巻
子
を
閉
じ
て
嘆
声
を
あ
げ
、「
此
の
事
、
臣
子
と
し
て
聞
く
に
忍
び
ざ
る
所
な
り
。
経
籍
は
聖
人
の
垂
訓
な
り
。
何
故
に
此
を
書
す
る
や
」
と
質
し
た
。
そ
れ
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
元
年
の
「
冬
、
十
月
丁
未
、
楚
の
世
子
商
臣
、
其
の
君
頵
を
弑
す
」
と
す
る
経
文
へ
の
疑
義
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
郭
瑜
が
「
孔
子
、
春
秋
を
修
む
る
の
義
は
褒ほう
貶へん
に
存あ
り
。
故
に
善
悪
は
必
ず
書
す
。
善
を
褒
め
て
以
て
代
に
示
し
、
悪
を
貶
め
て
以
て
後
に
誡
い
ま
し
む
。
故
に
商
臣
の
悪
を
し
て
、
千
載
に
顕
あ
ら
わ
し
む
る
な
り
」
と
説
く
と
、
李
弘
は
「
唯
だ
口
に
道い
う
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ず
。
故
に
亦
た
耳
に
聞
く
に
忍
び
ず
。
請
う
改
め
て
余
書
を
読
ま
ん
」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
汚
濁
の
故
事
は
口
耳
に
憚
る
と
し
て
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
講
読
を
拒
否
し
、
改
め
て
郭
瑜
が
推
す
『
礼
記
』
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
挿
話
は
生
涯
を
通
じ
て
儒
教
的
な
正
義
を
奉
じ
た
李
弘
を
象
徴
す
る
が
、
十
歳
に
満
た
ぬ
少
年
の
言
動
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
こ
に
則
天
武
后
と
傅
育
者
に
よ
る
教
育
の
影
響
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
否
む
し
ろ
則
天
武
后
の
厳
し
い
管
理
下
に
置
か
れ
た
幼
少
期
に
徹
底
さ
れ
た
帝
王
教
育
に
よ
っ
て
李
弘
生
来
の
す
ぐ
れ
た
資
質
が
感
化
さ
れ
、
生
真
面
目
で
潔
癖
に
過
ぎ
る
性
格
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
付
言
す
る
と
、
則
天
武
后
の
過
重
な
る
期
待
の
も
と
で
過
ご
す
緊
張
感
と
傅
育
者
か
ら
身
体
に
刷
り
込
む
が
ご
と
く
施
さ
れ
た
教
育
は
、
李
弘
の
性
格
を
少
な
か
ら
ず
歪
め
、
偏
向
さ
せ
て
自
己
の
正
義
に
固
執
す
る
性
癖
を
形
成
、
助
長
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、
そ
れ
は
父
高
宗
や
母
則
天
武
后
を
忌
憚
な
く
批
判
し
、
頑
な
に
自
己
の
主
張
を
貫
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
、
そ
れ
を
解
説
し
よ
う
。
（
ⅱ
）
李
弘
の
正
義
と
皇
太
子
廃
位
　
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）、
十
歳
の
李
弘
は
許
敬
宗
、
許
圉
師
、
上
官
儀
、
楊
思
検
ら
に
『
瑤
山
玉
彩
』
の
編
纂
を
下
命
し
た
。
こ
の
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五
百
巻
の
大
冊
は
歴
代
の
英
詞
麗
句
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
同
三
年
二
月
に
完
成
し
て
十
二
歳
と
な
っ
た
李
弘
か
ら
高
宗
に
奉
呈
さ
れ
、
賜
物
三
万
段
が
褒
賞
さ
れ
た
。
そ
れ
は
皇
太
子
李
弘
の
名
を
高
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
李
弘
自
身
が
そ
の
意
義
を
説
き
、
編
纂
を
発
議
し
た
と
は
考
え
が
た
く
、
総
裁
職
は
名
誉
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
左
に
引
く
李
弘
伝
の
各
条
に
は
確
固
た
る
意
志
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　（
1
）
総
章
元
年
二
月
、
親
し
く
司
成
館
に
釈せき
菜さい
す
。
因
り
て
顔
回
に
太
子
少
師
、
曽
参
に
太
子
少
保
を
贈
る
を
請
い
、
高
宗
並
び
に
之
に
従
う
。
こ
れ
は
、
総
章
元
年
（
六
六
八
）
二
月
、
十
七
歳
の
李
弘
が
司
成
館
（
国
子
監
）
に
お
い
て
先
聖
先
師
を
祭
る
釈
菜
の
儀
式
を
み
ず
か
ら
司
る
と
と
も
に
、
顔
回
に
太
子
少
師
を
、
曽
参
に
太
子
少
保
を
追
贈
す
る
こ
と
を
請
い
、
高
宗
は
聞
き
入
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
短
文
な
が
ら
儒
教
の
世
界
に
生
き
る
李
弘
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
づ
く
（
２
）
と
（
３
）
は
高
宗
の
政
策
を
批
判
し
、
そ
の
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
　
　（
２
）
①
時
に
勅
有
り
、
辺
遼
に
征
す
る
軍
人
の
逃
亡
し
て
限
内
に
首
し
た
が
わ
ざ
る
及
び
更
に
逃
亡
す
る
者
有
れ
ば
、
身
は
並
び
に
斬
に
処
し
、
家
口
は
没
官
せ
よ
、
と
。
②
太
子
上
表
し
て
諫いさ
め
て
曰
く
、
竊ひそ
か
に
聞
く
な
ら
く
、
所
司
は
軍
よ
り
背に
ぐ
る
人
の
身
久
し
く
出
で
ざ
る
を
以
て
、
家
口
は
皆
な
没
官
に
擬ぎ
す
。
亦
た
限
外
に
出
首
す
る
も
の
、
未
だ
断
罪
を
経
ざ
れ
ば
、
諸
州
の
囚
禁
の
、
人
数
は
至
多
な
り
。
③
或
い
は
臨
時
に
病
に
遇あ
い
、
軍
伍
に
及
ば
ず
。
茲これ
に
縁ちな
み
て
怖
懼
し
、
遂つい
に
即
ち
逃
亡
す
。
或
い
は
樵
採
に
因
り
て
、
賊
に
抄
掠
せ
ら
る
。
或
い
は
渡
海
し
て
来
去
し
、
滄
波
に
漂
ひ
よ
う
ぼ
つ
没
す
。
或
い
は
賊
庭
に
深
入
し
て
、
傷
殺
せ
ら
る
有
り
。
④
軍
法
厳
重
に
し
て
、
皆
な
須
く
相
い
傔た
る
べ
し
。
若
し
給
傔けん
せ
ず
、
戦
亡
に
因
ら
ざ
る
に
及
べ
ば
、
即
ち
同
隊
の
人
、
有
罪
に
兼
合
す
。
遂
に
故
無
く
し
て
死
失
す
る
有
れ
ば
、
多
く
注
し
て
逃
亡
と
為
す
。
⑤
軍
旅
の
中
、
勘
当
す
る
暇
い
と
ま
あ
ら
ざ
れ
ば
、
直
だ
隊
司
の
通
状
に
拠
り
て
、
将
に
真
逃
と
作な
し
、
家
口
は
総
て
没
官
せ
し
む
。
⑥
論
情
実
に
哀あい
び
ん愍
す
べ
し
。
書
に
曰
く
、
其
の
不ふ
こ辜
を
殺
さ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
不ふ
け
い経
に
失
せ
よ
、
と
。
伏
し
て
逃
亡
の
家
の
、
其
の
配
没
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を
免
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
。
⑦
制
し
て
之
に
従
う
。
こ
れ
は
、
①
唐
の
第
３
次
高
句
麗
遠
征
（
六
六
七
～
六
六
八
）
に
関
す
る
高
宗
の
詔
勅
で
、
遼
水
方
面
に
出
征
し
た
唐
軍
の
逃
亡
者
で
期
限
内
に
自
首
せ
ざ
る
者
お
よ
び
逃
亡
を
つ
づ
け
る
者
は
な
ら
び
に
斬
刑
に
処
し
、
そ
の
家
族
は
没
官
せ
よ
と
命
ず
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
十
六
～
十
七
歳
ほ
ど
の
皇
太
子
李
弘
は
上
表
し
て
諫
言
し
、
②
「
竊
か
に
聞
く
な
ら
く
」
と
し
て
、
所
司
は
軍
の
逃
亡
者
で
久
し
く
出
頭
せ
ぬ
者
の
家
属
は
皆
な
没
官
に
擬
定
す
る
。
ま
た
期
限
外
の
出
頭
者
は
裁
判
も
な
く
罪
を
断
じ
る
た
め
、
諸
州
の
囚
禁
数
は
至
多
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
逃
亡
者
と
さ
れ
る
な
か
に
は
、
③
急
病
で
所
属
部
隊
に
出
頭
で
き
ず
、
そ
れ
が
罪
に
連
な
る
こ
と
を
怖
懼
し
て
逃
亡
し
た
者
、
山
野
で
樵
採
す
る
お
り
賊
徒
に
抄
掠
さ
れ
た
者
、
渡
海
し
て
来
去
す
る
折
に
滄
波
に
漂
没
し
た
者
、
深
く
敵
領
に
侵
攻
し
て
傷
殺
さ
れ
た
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
④
軍
法
は
厳
重
で
、
兵
士
は
皆
な
す
べ
て
傔た
り
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
若
し
兵
士
が
給た
り
な
い
ば
あ
い
、
戦
死
で
な
け
れ
ば
、
同
隊
の
者
は
な
べ
て
有
罪
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
理
由
が
不
明
の
死
亡
や
失
踪
は
、
ほ
と
ん
ど
逃
亡
と
注
記
さ
れ
て
し
ま
う
。
⑤
た
だ
し
軍
旅
中
は
そ
の
当
否
を
審
議
す
る
暇
が
な
く
、
隊
司
の
通
状
の
み
で
逃
亡
者
と
見
な
し
、
家
属
は
の
こ
ら
ず
没
官
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
李
弘
の
把
握
す
る
遼
東
方
面
軍
の
実
情
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
収
集
し
、
分
析
す
る
李
弘
の
偉
才
と
配
下
の
有
能
に
刮
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
そ
し
て
李
弘
は
、
⑥
そ
の
情
況
は
ま
こ
と
に
哀
愍
す
べ
き
と
し
て
、『
書
経
』
大
禹
謨
の
「
不ふ
こ辜
を
殺
さ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
不ふ
け
い経
に
失
せ
よ
」
を
提
示
し
、
罪
な
き
民
を
処
刑
す
る
よ
り
は
、
常
法
に
沿
わ
ず
と
も
免
ぜ
よ
と
し
て
逃
亡
者
の
家
も
配
没
せ
ざ
る
よ
う
願
い
出
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
高
宗
朝
の
過
誤
を
指
摘
し
、
是
正
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
⑦
高
宗
は
応
諾
し
て
制
詔
を
下
し
、
従
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
一
考
す
る
と
、
李
弘
に
信
頼
を
寄
せ
る
高
宗
は
も
と
よ
り
、
大
上
段
に
『
書
経
』
を
掲
げ
る
皇
太
子
に
論
駁
す
る
官
人
は
お
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
君
側
か
ら
は
驕
傲
を
指
弾
す
る
囁
き
が
洩
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
李
弘
は
、
当
然
そ
れ
を
想
定
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
自
己
の
主
張
す
べ
き
大
義
に
比
す
れ
ば
瑣
事
に
過
ぎ
ぬ
と
断
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
李
弘
の
言
動
に
批
判
が
集
ま
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
く
、
李
弘
自
身
も
年
齢
と
と
も
に
自
己
の
正
義
と
現
実
と
の
落
差
を
知
り
、
苦
悩
を
深
め
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た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
つ
ぎ
は
李
弘
二
十
歳
の
こ
ろ
の
出
来
事
と
し
て
、
　
　（
３
）
①
咸
亨
二
年
、
駕
東
都
に
幸
し
、
太
子
を
京
師
に
留
め
監
国
た
ら
し
む
。
時
に
属つづ
き
て
大
旱
し
、
関
中
飢
乏
す
。
廊
下
の
兵
士
の
糧
を
取
ら
し
め
て
之
を
視み
、
食
に
楡にれ
の
皮
と
蓬
よ
も
ぎ
の
実
有
る
者
を
見
、
乃
ち
家
令
等
を
し
て
各
お
の
給
米
し
て
足
ら
し
む
。
②
是
の
時
戴
至
徳
、
張
文
瓘かん
ら
左
庶
子
を
兼
ね
、
右
庶
子
蕭
徳
昭
と
与
に
同
じ
く
輔
弼
を
為
す
。
太
子
疾
病
多
く
、
庶
政
は
皆
な
至
徳
ら
が
決
す
。
③
時
に
義
陽
、
宣
城
二
公
主
母
の
得
罪
を
以
て
、
掖
庭
に
幽
さ
る
。
太
子
之
を
見
て
驚
き
惻いた
み
、
遽にわ
か
に
奏
し
て
出
降
せ
し
む
る
を
請
う
。④
又
た
同
州
沙
苑
の
地
を
以
て
貧
人
に
分
借
す
る
を
請
う
。詔
し
て
並
び
に
之
を
許
す
。
さ
て
、
①
は
、
咸
享
二
年
（
六
七
一
）
高
宗
の
洛
陽
行
幸
に
と
も
な
い
、
国
政
を
代
行
す
る
監
国
を
命
ぜ
ら
れ
て
長
安
に
留
ま
る
李
弘
が
旱
魃
に
よ
る
関
中
の
飢
乏
の
な
か
、
宮
中
の
回
廊
に
つ
め
る
兵
士
の
糧
食
を
取
り
寄
せ
、
そ
こ
に
楡
の
皮
や
蓬
の
実
が
混
ざ
る
の
を
視
て
、
家
令
に
給
米
さ
せ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
④
は
、
朝
廷
の
養
馬
の
地
で
あ
る
同
州
沙
苑
監
が
治
め
る
土
地
を
貧
人
に
分
貸
す
る
こ
と
を
請
い
、
勅
許
を
得
た
と
す
る
。
　
こ
れ
は
前
掲
（
２
）
の
上
表
文
と
と
も
に
李
弘
が
下
級
官
吏
や
細
民
に
配
慮
す
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
②
李
弘
は
病
気
が
ち
で
、
庶
政
は
あ
げ
て
戴
至
徳
、
張
文
瓘
、
蕭
徳
昭
ら
が
決
し
た
と
す
る
。
李
弘
が
民
情
に
通
じ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
補
弼
者
の
助
言
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
李
弘
の
名
で
上
表
さ
れ
た
内
容
で
、
そ
れ
は
（
２
）
と
同
じ
く
高
宗
朝
へ
の
批
判
に
通
ず
る
危
う
さ
を
は
ら
む
が
、
李
弘
は
す
べ
て
を
承
知
し
て
己
が
正
義
を
貫
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
視
線
が
則
天
武
后
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
時
間
の
問
題
で
、
武
后
も
ま
た
李
弘
の
動
向
に
警
戒
を
高
め
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
李
弘
の
健
康
は
少
し
づ
つ
蝕
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
資
治
通
鑑
』
咸
享
三
年
の
条
に
、
太
子
、
宮
臣
に
接
す
る
こ
と
罕まれ
な
り
。
典
膳
丞
た
る
全
ぜ
ん
し
よ
う
椒
の
邢けい
ぶ
ん
い
文
偉
は
輒
ち
供
膳
す
る
所
を
減
ら
し
、
并
せ
て
上
書
し
て
太
子
を
諫
む
。
太
子
復
書
し
て
、
謝
す
る
に
多
疾
及
び
入
侍
の
少
暇
を
以
て
し
、
其
の
意
を
嘉
納
す
。
―50―
と
す
る
一
文
は
右
の
「
太
子
は
疾
病
多
し
」
と
あ
わ
せ
て
、
心
身
と
も
に
病
み
疲
れ
た
李
弘
は
食
欲
を
な
く
し
、
宮
臣
と
面
談
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
引
き
籠
も
り
、、
孤
立
す
る
情
況
を
示
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
李
弘
と
則
天
武
后
が
対
立
す
る
契
機
と
な
る
の
が
③
に
見
え
る
義
陽
、
宣
城
二
公
主
の
掖
庭
幽
閉
事
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
（『
資
治
通
鑑
』
上
元
二
年
の
条
を
併
せ
て
解
説
し
た
い
。
　
　（
４
）
義
陽
、
宣
城
二
公
主
は
、
蕭
淑
妃
の
女
む
す
め
な
り
。
母
の
得
罪
に
坐
し
て
、
掖
庭
に
幽
さ
れ
、
年
三
十
を
踰こ
ゆ
る
も
嫁とつ
が
ず
。
太
子
之
を
見
て
驚
き
惻いた
み
、
遽
に
わ
か
に
出
降
を
奏
請
し
、
上
之
を
許
す
。
天
后
怒
り
、
即
日
公
主
を
以
て
上
翊よく
え
い衛
権
毅
、
王
遂
古
に
配
当
す
。
　
こ
れ
は
永
徽
六
年
（
六
五
五
）
に
廃
さ
れ
た
蕭
淑
妃
の
所
生
に
な
る
義
陽
公
主
と
宣
城
公
主
が
母
の
罪
に
坐
し
て
二
十
年
あ
ま
り
掖
庭
に
幽
閉
さ
れ
、
三
十
歳
を
超
え
て
不
嫁
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
惻
あ
わ
れ
ん
だ
李
弘
が
高
宗
に
出
降
を
奏
請
し
、
勅
許
を
得
た
と
す
る
。
こ
の
二
公
主
は
李
弘
の
異
母
姉
で
、
そ
れ
を
知
っ
た
則
天
武
后
は
激
怒
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
家
格
の
低
い
禁
軍
将
校
の
権
毅
に
義
陽
公
主
を
、
同
じ
く
王
勗きよ
く（
遂
古
）
に
宣
城
公
主
を
降
嫁
さ
せ
た
。
そ
れ
が
李
弘
と
高
宗
に
対
す
る
意
趣
返
し
で
あ
る
こ
と
は
説
明
を
待
た
ぬ
が
、
こ
の
件
に
よ
っ
て
李
弘
は
則
天
武
后
が
王
皇
后
と
蕭
淑
妃
に
強
い
た
旧
悪
の
全
貌
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、そ
れ
は「
李
弘
酖ちん
さ
つ殺
」の
主
因
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。す
な
わ
ち『
資
治
通
鑑
』は
こ
の
一
件
を
上
元
二
年（
六
七
五
）
四
月
に
置
き
、
前
掲
（
４
）
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
己
亥
、
太
子
合
璧
宮
に
薨
ず
。
時
人
以
為
え
ら
く
、
天
后
之
を
酖ちん
す
、
と
」
と
記
し
て
そ
の
因
果
関
係
を
示
唆
す
る
が
、
李
弘
伝
は
（
３
）
の
記
事
に
つ
づ
け
て
「
召
さ
れ
て
東
都
に
詣いた
り
、
右
衛
将
軍
裴
居
道
の
女
を
納
れ
て
妃
と
為
す
」
と
記
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
高
宗
本
紀
は
「（
咸
享
）
四
年
二
月
壬
午
、
左
金
吾
将
軍
裴
居
道
の
女
を
以
て
皇
太
子
弘
の
妃
と
為
す
。（
十
月
）
乙
未
、
皇
太
子
弘
の
納
妃
畢おわ
る
」
と
し
て
咸
享
四
年
（
六
七
三
）
に
洛
陽
で
李
賢
の
婚
儀
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
時
に
李
弘
は
二
十
二
歳
で
あ
る
か
ら
、
酖
殺
ま
で
な
お
二
年
近
い
歳
月
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
一
言
す
る
と
、
則
天
武
后
は
母
の
眼
差
し
を
も
っ
て
李
弘
の
納
妃
を
す
す
め
、
自
己
の
正
義
に
固
執
す
る
頑
な
な
性
格
を
和
ら
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げ
、
己
に
向
け
る
批
判
を
減
じ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
李
弘
夫
妻
の
睦
ま
じ
い
様
子
は
本
伝
に
「
裴
氏
甚
だ
婦
礼
有
り
。
高
宗
嘗
て
侍
臣
に
謂
い
て
曰
く
、
東
宮
の
内
政
に
吾
憂
う
る
こ
と
無
し
、
と
」
と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
母
の
深
慮
も
李
弘
の
言
動
を
改
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
納
妃
の
完
了
か
ら
一
年
半
の
の
ち
李
弘
は
高
宗
に
扈
従
し
て
洛
陽
城
西
郊
の
合
璧
宮
に
赴
き
、
卒
然
と
薨
去
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
本
伝
は
「
上
元
二
年
、
太
子
は
合
璧
宮
に
幸
す
る
に
従
い
、
尋つ
い
で
薨
ず
。
年
二
十
四
」
と
し
て
自
然
死
の
よ
う
に
記
す
が
、『
新
唐
書
』
高
宗
本
紀
は
「
天
后
、
皇
太
子
を
殺
す
」
と
し
、『
資
治
通
鑑
』
は
「
天
后
、
之
を
酖
す
」
と
明
記
す
る
。
間
違
い
な
く
李
弘
は
則
天
武
后
に
酖
殺
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
さ
て
、
問
題
は
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
対
立
に
つ
い
て
『
資
治
通
鑑
』
は
、
　
　
太
子
弘
は
仁
孝
、
謙
謹
に
し
て
、
上
甚
だ
之
を
愛
す
。
礼
も
て
士
大
夫
に
接
す
れ
ば
、
中
外
心
に
属たの
む
。
天
后
方
に
其
の
志
を
逞
し
う
す
。
太
子
奏
請
し
て
数
し
ば
旨
に
迕さか
ら
う
。
是
に
由
り
て
愛
を
天
后
に
失
う
。
と
記
す
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
李
弘
は
増
大
す
る
則
天
武
后
の
野
心
を
抑
え
る
べ
く
、
く
り
返
し
高
宗
に
奏
請
し
た
た
め
、
母
の
愛
を
喪
失
し
た
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。
武
后
の
志
と
は
垂
簾
聴
政
の
継
続
に
ほ
か
な
ら
ぬ
が
、
李
弘
の
正
義
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
即
座
に
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
、
そ
こ
に
生
じ
る
軋
轢
な
ど
瑣
事
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
　
左
は
、
そ
の
具
体
的
な
情
況
を
伝
え
る
『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
の
一
文
で
あ
る
。
　
　
①
（
上
元
二
年
三
月
）
時
に
帝
風
疹
あ
り
て
聴
朝
す
る
能
わ
ず
、
政
事
は
皆
な
天
后
に
決
す
。
②
上
官
儀
を
誅
し
て
よ
り
後
、
上
視
朝
す
る
毎ごと
に
、
天
后
御
座
の
後
に
垂すい
簾れん
し
、
政
事
は
大
小
皆
な
之
を
預
あ
ず
か
り
聞
く
。
内
外
称
し
て
二
聖
と
為
す
。
③
帝
詔
令
を
天
后
に
下
し
て
国
政
を
摂と
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
も
、
中
書
侍
郎
郝かく
し
よ
し
ゆ
ん
処
俊
諫
め
て
之
を
止
む
。
こ
れ
は
、
①
上
元
二
年
（
六
七
五
）
三
月
、
高
宗
は
風
疹
に
よ
る
目
眩
の
た
め
聴
朝
で
き
ぬ
た
め
、
政
事
は
す
べ
て
則
天
武
后
が
裁
可
し
た
。
こ
の
垂
簾
聴
政
の
儀
は
②
則
天
武
后
の
廃
位
を
ね
ら
う
上
官
儀
を
誅
殺
し
た
麟
徳
元
年
（
六
六
四
）
に
は
じ
ま
る
も
の
で
、
高
宗
が
朝
す
る
た
び
に
御
座
の
う
し
ろ
に
簾
す
だ
れ
を
垂た
れ
て
天
后
が
座
し
、
政
事
は
大
小
と
な
く
預
聞
す
る
の
で
、
宮
中
内
外
は
高
宗
と
武
后
を
二
聖
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と
称
し
た
。
や
が
て
③
高
宗
は
詔
し
て
天
后
に
国
政
を
摂
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
、
郝
処
俊
が
諫
止
し
た
す
る
。
　
則
天
武
后
の
垂
簾
聴
政
は
す
で
に
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
る
。
こ
こ
で
李
弘
の
心
中
を
推
し
測
る
と
、
高
宗
の
病
が
篤
く
、
皇
太
子
た
る
自
分
が
幼
少
で
あ
る
か
ぎ
り
は
そ
れ
も
許
さ
れ
よ
う
が
、
気
力
、
学
識
、
体
力
と
も
に
充
実
し
た
二
十
四
歳
の
現
在
で
は
、
と
う
て
い
認
め
ら
れ
ぬ
と
し
た
に
相
違
な
い
。
父
の
即
位
年
齢
を
二
歳
超
え
る
こ
と
も
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
迅
速
な
即
位
こ
そ
が
正
義
な
の
で
あ
る
。
高
宗
本
紀
は
こ
の
一
文
の
直
後
に
、
　
　（
四
月
）
己
亥
、
皇
太
子
弘
、
合
璧
宮
の
綺
雲
殿
に
薨
ず
。
時
に
帝
は
合
璧
宮
に
幸
す
る
も
、
是
の
日
、
東
都
に
還
る
。
と
記
し
て
、
こ
の
二
つ
の
事
例
の
因
果
関
係
を
示
唆
す
る
ご
と
く
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
推
察
す
る
と
、
三
月
の
詔
令
降
下
か
ら
酖
殺
ま
で
の
一
月
余
の
間
に
、
李
弘
は
天
下
公
道
の
た
め
に
母
子
の
縁
を
絶
ち
切
っ
て
則
天
武
后
を
糾
弾
し
、
高
宗
に
す
み
や
か
な
譲
位
を
迫
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
料
は
お
し
な
べ
て
沈
黙
す
る
が
、
李
弘
が
く
り
返
し
正
義
を
上
奏
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の
結
果
、
少
な
く
と
も
高
宗
が
譲
位
に
傾
い
た
こ
と
は
酖
殺
直
後
に
出
さ
れ
た
詔
に
「
朕
、
方まさ
に
皇
太
子
に
位
を
禅ゆず
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
疾
遽にわ
かに
し
て
不
起
た
り
」（『
資
治
通
鑑
』
上
元
二
年
五
月
の
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
首
肯
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
情
況
に
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
た
則
天
武
后
は
李
弘
を
敵
と
し
、
そ
の
殺
害
を
急
い
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
断
固
た
る
決
意
に
李
弘
の
正
義
は
あ
え
な
く
滅
び
去
っ
た
の
で
あ
る
。
　
皇
太
子
李
弘
の
酖
殺
は
、「
是
の
日
」
の
う
ち
に
洛
陽
に
逃
げ
帰
っ
た
高
宗
を
は
じ
め
と
し
て
宮
中
内
外
の
人
士
を
震
撼
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。『
新
唐
書
』
高
宗
本
紀
は
事
件
後
の
動
向
に
つ
い
て
、
　
　
五
月
戊
申
、
皇
太
子
に
追
号
し
て
孝
敬
皇
帝
と
為
す
。
六
月
戊
寅
、
雍
王
賢
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
し
、
大
赦
す
。
八
月
庚
寅
、
孝
敬
皇
帝
を
恭
陵
に
葬
る
。
と
記
す
。
す
な
わ
ち
李
弘
の
酖
殺
か
ら
九
日
後
に
孝
敬
皇
帝
の
追
贈
が
、
三
十
九
日
後
に
次
弟
雍
王
李
賢
の
皇
太
子
冊
立
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
皇
太
子
李
忠
の
廃
太
子
と
李
弘
の
立
太
子
は
永
徽
七
年
（
六
五
六
）
正
月
辛
未
の
同
日
中
に
実
施
さ
れ
、
ま
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た
皇
太
子
李
賢
は
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八
月
甲
子
に
廃
位
さ
れ
、
翌
乙
丑
に
次
弟
英
王
哲
（
顕
）
の
立
太
子
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
例
に
比
べ
る
と
、
皇
太
子
李
弘
の
ば
あ
い
は
後
継
者
の
擁
立
に
四
十
日
近
い
時
間
が
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
李
弘
の
酖
殺
が
あ
ま
り
に
も
突
発
的
か
つ
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
る
た
め
、
混
乱
の
収
拾
に
は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
李
弘
が
孝
敬
皇
帝
と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
恭
陵
は
唐
の
皇
帝
陵
と
し
て
は
じ
め
て
長
安
を
離
れ
、
洛
陽
の
東
郊
に
造
営
さ
れ
た
礼
制
建
築
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
城
と
さ
れ
た
長
安
に
対
し
て
陪
都
に
過
ぎ
な
い
洛
陽
の
地
位
を
高
め
、
の
ち
に
武
周
朝
の
都
城
と
な
る
神
都
洛
陽
に
つ
な
が
る
こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。
六
　
皇
太
子
時
代
の
李
賢
と
『
後
漢
書
注
』
の
奉
呈
（
二
十
二
歳
～
二
十
三
歳
） 
李
賢
の
皇
太
子
冊
立
と
『
後
漢
書
注
』
の
奉
呈
　
李
賢
が
皇
太
子
に
冊
立
さ
れ
た
の
は
則
天
武
后
に
よ
っ
て
兄
の
皇
太
子
李
弘
が
酖
殺
さ
れ
て
か
ら
四
十
日
ほ
ど
経
過
し
た
の
ち
、
そ
の
衝
撃
と
混
乱
が
よ
う
や
く
沈
静
に
向
か
う
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
李
賢
伝
は
、
上
元
二
年
（
六
七
五
）、
孝
敬
皇
帝
薨
ず
。
其
の
年
六
月
、
立
ち
て
皇
太
子
と
為
る
。
天
下
に
大
赦
す
。
と
記
す
が
、
李
賢
は
調
露
二
年
（
六
八
〇
）
八
月
に
廃
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
在
位
は
五
年
二
か
月
と
な
る
。
そ
の
前
半
期
で
注
目
す
べ
き
は
、
監
国
と
し
て
高
い
事
務
処
理
能
力
と
『
後
漢
書
注
』
を
奉
呈
し
た
こ
と
で
あ
る
。
李
賢
伝
は
そ
れ
を
、
　
　
①
尋つ
い
で
監
国
た
ら
し
む
。
賢
の
処
事
は
明
審
に
し
て
、
時
論
の
称たた
え
る
所
と
為
る
。
②
儀
鳳
元
年
、
手
勅
も
て
之
を
褒
ほ
め
た
たえ
て
曰
く
、
③
皇
太
子
賢
は
、
頃
こ
の
ご
ろ
監
国
た
り
て
よ
り
、
政
要
に
留
心
し
、
撫
字
の
道
は
、
哀
あ
い
き
よ
う
矜
を
既き
じ
ん尽
し
、
刑
網
の
所
施
は
、
務
め
審
察
に
存あ
り
。
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④
加
う
る
に
余
暇
に
聴
覧
し
、
墳
典
に
専
精
す
。
往
聖
の
遺
編
は
咸み
な
壼
奧
に
窺
う
か
が
い
、
先
王
の
策
府
は
備
つ
ぶ
さ
に
精
に
討たず
ぬ
。
⑤
善
を
好
み
彰
を
載しる
し
、
貞
た
だ
し
き
を
作な
す
こ
と
斯こ
れ
在
り
。
家
国
の
寄
た
の
み
た
る
こ
と
、
深
く
懐おも
う
所
に
副そ
う
。
賜
物
五
百
段
な
り
、
と
。
と
記
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
李
賢
は
、
①
立
太
子
後
ま
も
な
く
監
国
を
命
ぜ
ら
れ
て
国
政
を
統
べ
た
が
、
そ
の
処
事
は
明
審
で
、
時
論
の
称
賛
を
得
た
こ
と
か
ら
、
②
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）、
高
宗
は
手
勅
を
も
っ
て
褒
め
称
え
、
③
皇
太
子
賢
は
監
国
と
し
て
、
心
を
政
要
に
留
め
、
撫
で
慈
し
む
施
政
は
、
相
手
を
思
い
や
り
、
哀
れ
み
を
尽
く
し
て
、
刑
律
を
適
用
す
る
、
そ
の
務
め
は
審くわ
し
く
調
べ
、
察
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
と
心
得
て
い
る
。
ま
た
④
余
暇
に
は
経
典
の
聴
覧
に
専
精
し
、
往
聖
の
遺
編
や
先
王
の
策
府
に
窺
う
か
が
い
、
そ
の
精
華
に
討たず
ね
る
真
摯
な
姿
勢
を
褒
め
、
最
後
に
⑤
道
理
を
好
む
こ
と
を
彰
ら
か
に
し
、
正
義
を
作
す
こ
と
は
こ
こ
に
あ
る
。
わ
が
家
の
寄
る
辺
、
国
の
柱
石
た
る
こ
と
、
深
く
我
が
意
に
か
な
う
と
し
て
、
賜
物
五
百
段
を
下
す
と
す
る
。
　
こ
れ
は
前
皇
太
子
の
酖
殺
に
よ
っ
て
動
揺
す
る
宮
中
内
外
を
静
め
る
た
め
、
李
賢
の
真
面
目
な
性
格
と
学
問
を
好
む
姿
勢
、
さ
ら
に
は
高
い
行
政
能
力
と
慈
愛
に
満
ち
た
そ
の
施
政
を
満
天
下
に
示
し
て
、
新
皇
太
子
が
大
唐
帝
国
を
担
う
に
た
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
李
賢
伝
は
つ
づ
け
て
李
賢
の
『
後
漢
書
注
』
に
つ
い
て
言
及
し
、
　
　
賢
又
た
当
時
の
学
者
太
子
左
庶
子
張
大
安
、
洗
馬
劉
訥
言
、
洛
州
司
戶
格
希
元
、
学
士
許
叔
牙
、
成
玄
一
、
史
蔵
諸
、
周
宝
寧
等
を
招
集
し
、
范
曄
の
後
漢
書
に
注
し
、
表
し
て
之
を
上
た
て
ま
つる
。
賜
物
三
万
段
、
仍
ち
其
書
を
以
て
秘
閣
に
付
す
。
と
記
す
。
こ
れ
は
『
後
漢
書
注
』
の
編
纂
に
関
す
る
記
事
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
李
賢
は
張
大
安
、
劉
訥
言
、
格
希
元
、
許
叔
牙
、
成
玄
一
、
史
蔵
諸
、
周
宝
寧
ら
を
召
し
て
范
曄
『
後
漢
書
』
に
注
釈
を
施
し
て
奉
呈
し
、
高
宗
か
ら
賞
賛
と
と
も
に
賜
物
三
万
段
が
下
さ
れ
、
そ
の
書
は
宮
中
秘
閣
に
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
年
次
は
高
宗
本
紀
は
「
十
二
月
丙
申
、
皇
太
子
賢
、
注
す
る
所
の
後
漢
書
を
上
る
。
賜
物
三
万
段
」
と
す
る
こ
と
か
ら
李
賢
二
十
三
歳
の
歳
晩
に
あ
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に
　
本
稿
は
、
拙
著
『
後
漢
書
劉
昭
注
李
賢
注
の
研
究
』(
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）
の
諸
篇
に
も
と
づ
い
て
章
懐
太
子
李
賢
墓
の
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
妃
嬪
三
子
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
皇
太
子
時
代
の
李
賢
に
つ
い
て
は
『
後
漢
書
注
』
を
奉
呈
す
る
二
十
三
歳
ま
で
と
し
た
が
、
そ
れ
以
降
の
動
向
は
前
稿
「
章
懐
太
子
李
賢
と
李
賢
墓
壁
画
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
六
四
号
、
二
〇
二
〇
年
）
に
記
し
た
の
で
併
読
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
な
お
紙
幅
の
都
合
に
よ
っ
て
『
後
漢
書
注
』
の
総
合
的
な
解
説
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

